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魯 第44回 全国高等学校選抜バドミントン大会 響
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女子学校対抗 優勝・準優勝
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h\\32
公益財団法人 日本バドミントン協会

会 長 綿 貫 民 輔

全国各地区の厳しい予選を勝ち抜かれた選手諸君ならびに関係の皆様をお迎えして、こ

こ出形県鶴岡市にて第44回全国高等学校選抜バドミントン大会を盛大に開催されますこと

は、誡に喜びにたえません。

本会におきましては、かねてから各都道府県協会における一貫指導体制の構築を図り、

ジュニア育成強化に取り組んでまいりました。そのおかげで、今年度は世界ジュニア選手権

で団体と個人5種 日で銅メダルを獲得、アジアジュニア∪19選 手権で団体と個人3種 日で

銅メダルを獲得、また12月 に開催された全 日本総合選手権では女子シングルスで出口茜

選手 (勝出高校 )が第3位、混合ダブルスで渡辺勇大選手 (富岡高校 )が第3位に入賞

するなど数々の成果がありました。

八年はリオデジャネイロオリンピックが開催され、バドミントン競技は前回のロンドンオリンピッ

クに続きメグルが期待されていますが、ジュニア年代の選手には、2020年 の東京オリンピッ

クでのメグル獲得に向けて大いに奮闘して頂きたいと思います。

選手の皆さんは、この大会に向けて厳しい練習に耐え、優れた技術、たくましい体力や精

神力をもって、本大会に参加されたものと思われます。その力と技を存分に発揮し、悔いの

残らない大会にしていただきたいと思います。

終わりに、本大会の開催に当たりまして、深いご理解とご協力をいただき、その準備のため

にご尽力いただきました、地元開催地関係者各位、並びに大会役員の方マにミから感謝

を申し上げ、挨拶といたします。
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あ い さ ´
つ

公益財団法人 全国高等学校体育逹盟

会 長 ノlヽ ヨ予  カ

第44回 全 国高等 学校バドミントン選 抜 大会 が、出形 県鶴 岡市小 真 木原総 合

体 育館を中ミに、このように盛大に開催できますことを大変うれしく思います。

栄えある本大会に出場される選手・監督・学校関係者の皆さん、大会出場まことにおめ

でとうございます。これまでのご努力に走から敬意を表します。

本競技大会は、輝かしい歴 史と伝統を有する大会として、多くの名選手を輩出してきた素

晴らしい大会です。この大会に参カロできる自信と誇りを胸に、これまで培った実力を遺
′感なく

発揮して最後まで諦めることなく、末長く語り継がれるような名勝負を展開して、バドミントン競

技の魅力を全国に発信して下さい。

我が国のバドミントン競技は、昨年のBWFワールドスーパーシリーズファイナルズで、

桃 田贅斗選 手と奥 原 希望選 手が男子・女子シングルス優勝という快挙を成し遂 げ

るなど、リオデジャネイロオリンピックに向けてメダル獲得が期待できる競技の一つです。

本 大会に参加した選手は、大 学生や社会人となり、国内での活躍を経て世 界の

桧 舞台で活躍する選手として成長しています。

4年 後に控えた2020年 東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けて、

高校 生のスポーツ活動に対する注 目度が高くなっていく中で、この大会からオリンピッ

クはもとより、世 界選手権など世 界に羽ばたく選手が数 多く育っことを願っています。

また、日頃より様マな面でご支援いただいている方々へ感謝の気持ちを恙れることなく競

技に望んで下さい。そして、この絶好の機会に出形県の自然や歴史、文化に触れるとともに、

地元の方々や全国から集まった選手との友情の輪を広げ、大会を通じて高校生らしいさわ

やかな交流を深め、大会のよき思い出を作って下さい。

結びに、本 大会の開催にあたり多大なご尽 力、ご支援をいただきました関係 各位

に 走より感謝を申し上げあいさつといたします。
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あ い さ イ
つ

公益財団法人 全国高等学校体育逹盟

バドミントン専門部長 田部井 分 郎

全国各地の厳しい予選を勝ち抜かれた監督・選手の皆様の参カロを得て、平成 27年度

第 44口 全国高等学校選抜バドミントン大会がここ出形県鶴岡市で盛大に開催されますこ

とは大きな喜びであります。

バドミントン競技は今一番注目をされている競技の一つです。それは、昨年 12月 にドバイ

で行われましたBWFワールドスーパーシリーズファイナルのシングルスにおいて桃田賢斗選手

と奥原希望選手が揃って史上初の優勝という歴史的快挙を成し遂げてくれたからです。高

校生でも 11月 にペルーで行われました世界ジュニア大会において団体戦を含む全種別で

合計 7イ回のメグルを獲得するという目覚ましい活躍をしています。これらはまだ記憶に新しい

ことと思います。また、今年のリオデジャネイロオリンピックや2020年 東京オリンピックに向けて

も大きな期待が膨らんでいます。こうした中、高校生の体育・スポーツ活動への注目度も高

まり皆さんにも母校や郷上、そして多くのバドミントン関係者の熱い視線が注がれています。

高校のトップアスリートとして感謝と挑戦の電を恙れず全力で競技し、全国に夢と勇氣と感

動を発信して欲しいと思います。

いよいよ第 44回 全国高校選抜大会が始まります。本大会に参加する皆様は学校の代

表として、日頃から鍛えぬかれた力と技を遺憾なく発揮し、
′
1毎いの残らぬ精一杯のプレーを

展開すると共に、高校生らしいマナーとフェアープレーの精神を強く持ち最後まであきらめる

ことなく、正々堂マと競技して下さい。大会を通じて多くの仲間逹と交流を深め友情の輪を

作り、記憶に残る大会にしていただくことを祈念しております。

終わりに、平素より熱起な指導で選手の育成にご尽力を頂いている指導者各位に走より

敬意を表するとともに、大会開催にあたり、多大なご尽力とご支援を賜りました関係各位に

走より御ネしを申し上げあいさつといたします。
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歓理のことば

出形県高等学校体育逹盟

会 長 奥 出 雅 信

平成27年 度第44回全国高等学校選抜バドミントン大会が、全国の厳しい予選を勝ち

抜いた精鋭並びに監督、役員の皆さんをお迎えし、ここ山形県鶴岡市を会場に開催されま

すことは、誡に喜ばしく、電より歓迎申し上げます。

日標としていた本大会への出場を呆たした選手の皆さん、そして、選手の目標を逹成する

ためこれまで熱電にご指導なされた指導者の皆さん、出場誡におめでとうございます。選手

の皆さんには、これまでの厳しい練習で培った力と技を思う存分発揮され、手に汗握るラリー

の應酬|とともに、最後まであきらめない全カプレーを期待いたします。また、本大会への出場

を契機に、よリー層精進され、皆さんの中から2020年 東京オリンピックで活躍する選手が育

ってほしいと願、っております。

さて、この大会は、平成29年 夏、本県を会場に開催されます全国高等学校総合体育

大会のリハーサルも兼ねております。出形県開催は、昭和47年以来実に45年ぶりとなりま

すが、大会成功に向け、多くの地元高校生が運営補助員として、スムーズな大会運営とな

るよう若い力を発揮いたします。

選手の皆さんには、出場する選手同士はもちろん、足非地元高校生とも友情の輪を広げ

て いただきますとともに、せっかくの機会でもありますので、出形県の自然、歴史や文化、そ

して、地元ならではの食文化にも触れていただき、参加した皆さんの一生の思い出に残る大

会となるよう、だから願、っております。

結びに、本大会の開催にあたり、これまでご尽力いただきました関係各位に深く感謝申し

上げますとともに、選手の皆さんの熱き戦いの中、大会が盛会裏に開催されますことをご祈

念申し上げ、歓理のことばといたします。

-8-
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歓理のことば

山形県久口事
0.と  、ヽ ′ つヽ

'

夫 宋 す

平成27年度 第44回 全国高等学校選抜バドミントン大会が、出形県で盛大に開催さ

れますことをだからお喜び申し上げますとともに、全国から各プロックを代表して来県された選

手、監督並びに役員の皆様に、県民を代表いたしまして選から歓迎を申し上げます。

歴史と伝統のある全国高等学校選抜バドミントン大会が、本県において初めて開催され

ますことは、本県にとりましても、競技の普及。発展やスポーツ振興に大きく寄与するもので誡

に意義深いものであります。選手の皆様には、日ごろ鍛えた力と技を十分に発揮し、最後ま

で全力を尽くして活躍されることを期待申し上げます。

出形県では、様々なスポーツが盛んに行われておりますが、特に平成29年に出形県、

宮城県、福島県で開催される「南東北インターハイ」に向け、県民の関電や期待が大きく高

まっているところです。「南東北インターハイ」の、バドミントン競技は、鶴岡市、新庄市、尾花

沢市で開催されますので、その際にも是非お越しいただければと思います。

出形県は自然の恙みが豊富なことから出形を様々な「王国」に例えて呼んでいます。ま

ずは、35市 町村すべてに温泉が湧き出す「温泉王国」。次に、四季折々の果物が実る

「呆樹王国」。さらに、豊富な出の幸。,こ年の幸、本県が誇るブランド米「つや姫」、17の「そば

街道」など、「食彩王国」でもあります。そして、会場となる鶴岡市を囲む出羽二 LLや芭蕉が

訪れた出寺等、奥深い歴史や文化も各地にあります。この機会に、出形の豊かな恵みや

自然、文化などにも触れながら、選手同士はもちろん地元の方々との交流も楽しんでいただ

くことで、大会の迅い出をさらに深めていただければ幸いです。

結びに、本大会の開催・運営に多大な御尽力をいただいた関係者の皆様に選から感

謝を申し上げ、歓理のことばといたします。

吉 村
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色た迎のこと|ゴ

鶴岡市長 榎 本 政 規

本 日、全国各地の厳しい予選を突破されました多くの選手の皆様をお迎えし、第44回全

国高等学校選抜バドミントン大会が、ここ鶴岡市で開催されますことは誡に喜ばしく、鶴岡市

民を代表して走から歓迎を申し上げます。

バドミントンは、スピードとスタミナが求められる非常に戦略的なスポーツであると同時に、

子どもから高歯今者まで、誰もが気軽に楽しむことができるスポーツです。本市におきましても、

今年で35回 を数えるナイターバドミントン大会には、毎年約600人の愛好者が出場するなど、

スポーツ少年団の子どもから高歯今者まで、幅広く市民に親しまれているところです。こうした中、

このように全国各地から高校生のトップレベルの選手が集い、この度の大会が開催されます

ことは、本市の競技者、愛好者にとっても大変楽しみなことであると存じております。

本国参加される選手の皆様には、日ごろ鍛えた力と技を遺 `感なく発揮され、優勝に向か

ってハツラツとプレーしていただくとともに、全国各地の同じ目標を持つライバルたちとの交流

を深められ、実り多い大会になることをご期待申し上げます。

また、本市は日本で唯一ユネスコの「食文化創造都市」の言忍定を受けている地域であり

ます。皆様には、この機会に鶴岡の季節の食材や伝統料理など本市の優れた食文化にも

触れていただき、大会の成果とともに、ここ鶴岡を良き思い出の地とし、末永く皆様の選に留

めていただければ幸いと存じます。

結びに、この大会の開催にあたりご尽力を賜りました役員及び関係の皆様に深甚なる敬

意と感謝を申し上げますとともに、本大会の成功と、選手の皆様のご健関をご期待申し上げ

歓理のことばといたします。
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歓型のことば

山形県バドミントン協会

会 長 鈴 木 隆 一

第44回全国高等学校選抜バドミントン大会が、庄内藩の城下町として栄えた鶴岡市に

集い、全国各地の予選会を突破した精鋭が鶴岡市小真木原総合体育館におきまして盛

大に開催されますことは、出形県バドミントン協会にとりまして大きな喜びであり、ミより歓迎申

し上げます。

本大会は、全国各地の厳しいブロック予選を勝ち抜いた学校、選手の皆様の戦いであ

ると同時に、次年度における各大会での活躍を占う重要な大会とうかがっております。

これまで鍛え抜かれた力と技を遺憾なく発揮され思う存分熱戦を展開されますようご期待

申し上げます。高校生らしく最後まであきらめないコートを駆け巡る全カプレーは、観る人々

にも勇氣と感動を巻き起こし明日への活力を与えてくれることを確信しています。

また、今年はリオデジャネイロオリンピックの年です。桃田選手はじめ、奥原選手、出口選

手などメグルが期待されております。皆さんの中から2020年の東京オリンピックに出場して活

躍される選手がでてくることを期待しています。

そしてこの大会を通して他県の選手の皆さんと友好と親睦を深め、かけがえのない良き思

い出として′こに残る大会になることを念願しています。

結びに本大会の開催にあたり多大なご尽力、ご協力を賜りました関係者のみなさまに深く

感謝申し上げますとともに、大会の成功と各県選手の皆さんのご健闘を祈念申し上げまして

歓理のあいさつといたします。
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勝
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岡
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五
石
丸
勝
秋
遠

伊

阿
上
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鈴
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中
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登
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長
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音

Ｓ
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Ｆ
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・
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音
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審
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(主審 )
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※主審については2月 25日現在



鋏 魃第44回 全国高等学校選抜バドミントン大会

運 営 役 員

光
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典
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Ｒ
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務

務

庶

庶

庶

務 モ[F

会 場 整 備 部 部 長

会 場 整 備 部 副 部 長

会 場 整 備 部

本 間  真 澄   小  林   学

黒 田  陽 春
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治

之
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博

士

奈

子

真

勝
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梨

和

木

　

し県
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間

々

間

村

藤

本

佐

本

木

須

山

長

長

部

部

音■り
　
ｈ
ｔ

Ｒ
Ｐ
　
一口
田
　
庫
サ

土
ロ

部

典

典

式

式

式

高 年  彰 浩  佐 久 間 俊 志

ア トラクシ ョン 形県立鶴岡中央高等学校 天塊太鼓部

護 鶴岡市内医療機関派遣看護師

山形県立鶴岡南高等学校      羽黒高等学校
山形県立鶴岡北高等学校      鶴岡工業高等専門学校
山形県立鶴岡中央高等学校     天真学園高等学校
山形県立鶴岡南高等学校山添校   山形県立鶴岡工業高等学校
山形県立新庄北高等学校      山形県立新庄南高等学校
山形県立新庄神室産業高等学校   新庄東高等学校
鶴岡市立鶴岡第一中学校      鶴岡市立鶴岡第四中学校
鶴岡市立鶴岡第二中学校      鶴岡市立鶴岡第五中学校
鶴岡市立鶴岡第二中学校      鶴岡市立羽黒中学校
三川町立三川中学校        庄内町立立川中学校

以上各学校のバ ドミントン部員

式 典 放 送 係   羽黒高等学校アナウンス研究部

救

補 助 生 徒
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ル 第44回 全国高等学校選抜バドミントン大会 d幹

△
7=

日
‐

…

八 日 程

3月 24日  (木)大 会第 1日 目

14時00分 監督会議

15時35分 選手集合完了

15時40分 歓迎アトラクション

16時00分 開会式

<小真木原総合体育館 第二多目的ホール>

<東京第一ホテル鶴岡・鳳凰の間>

<山形県立鶴岡中央高等学校天塊太鼓部>

3月 25日  (金)大 会第2日 目  <鶴 岡市小真木原総合体育館・鶴岡市櫛引スポーツセンター体育館>

9時30分 競技開始 学校 対抗 (1回戦・2回戦・3回戦)

3月 26日  (土 )大 会第 3日 目  <鶴 岡市小真木原総合体育館>

9時30分 競技開始  学 校 対 抗 (準々決勝・準決勝口決勝 )

学校対抗表彰

3月 27日  (日 )大 会第4日 目 <鶴岡市小真木原総合体育館>

個 人対抗 / ダ ブ ル ス (1回戦～準々決勝)

個 人対抗 /シ ン グ ル ス (1回戦・2回戦)

3月 28日  (月 )大 会第 5日 目  <鶴 岡市小真木原総合体育館>

9時30分 競技開始  イ国人 対 抗 /ダ ブ ル ス ( 準 決 1券  )

′′     ′′   ( 決  勝  )

個 人 対 抗 /シ ン グ ル ス (準 々 決 勝 )

′′   ′′  (準 決 勝 )

′′    ′′  (決 勝 )

閉会式  (競技終了後ただちに実施 )
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ル・ 第44回 全国高等学校選抜バドミントン大会 d鰤ト

式 次 第

口日′ゝ‥+
l刑
=:工
ヽ

会場

3月 24日 (木)16時00分～

東京第一ホテル鶴岡 鳳凰の間

15時 40分 アトラクション 和太鼓演奏
1.開式通告
2.開会宣言   山形県高等学校体育連盟バドミントン専門部 部長
3.国旗儀礼
4.優勝杯等返還

前年度男子学校対抗優勝校

前年度女子学校対抗優勝校

前年度男子学校対抗準優勝校

前年度女子学校対抗準優勝校

前年度男子個人対抗ダブルス優勝

前年度女子個人対抗ダブルス優勝

前年度男子個人対抗シングルス優勝

前年度女子個人対抗シングルス優勝

山形県立鶴岡中央高等学校天塊太鼓部

浅  黄   喜  悦

大阪府

青森県

福島県

福島県

福島県

東大阪大学柏原高等学校

青森山田高等学校

福島県立富岡高等学校

福島県立富岡高等学校

福島県立富岡高等学校

渡辺 勇大・三橋 健也

福井県立勝山高等学校

山口 茜口鈴木 咲貴

福島県立富岡高等学校

渡辺 勇大

埼玉栄高等学校

齋藤 栞

(競技終了後ただちに実施

5.あいさつ

6.歓迎のことば

7.選手宣誓

8.閉式通告
9.選手退場

福井県

福島県

埼玉県

公益財団法人日本バドミントン協会 会長

公益財団法人全国高等学校体育連盟バドミントン専門部 部長

鶴岡市長

山形県バドミントン協会 会長

山形県立鶴岡工業高等学校バドミントン部 主将

山形県立山形西高等学校バドミントン部 主将

3月 28日 (月 )

鶴岡市小真木原総合体育館

レフェリー

公益財団法人 日本バドミントン協会 会長

山形県高等学校体育連盟バドミントン専門部 部長

輔

郎

規

一
希

爽

秀

民

　

政

隆

光

井

　

　

　

ヨ

貫

Ｆ

本

木

谷

日

立
ロ

綿

田

榎

鈴

澁

吉

励

　

輔

悦

民

喜

邊

　

一員
黄

渡

　

綿

浅

閉会式

会 場

1.選手入場
2.開式通告
3.成績発表
4.表  彰
5.あいさつ
6.閉会宣言
7.閉式通告
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冬 第44回 全国高等学校選抜バドミントン大会 冬
小真木原総合体育館 館内案内図

小真木原総合体育館 2階

全国専門部控室 医務室 山形県協会控室

男子更衣室 女子更衣室

男子便所 女子便所

第

一
多
目
的
ホ
ー

ル
　
　
　
吹
き
抜
け

第

二
多

目
的
ホ
ー

ル
　
　
　
吹
き
抜

け

(会補助役員控室
食室 )

補助役員控室
(大会議室 )

吹き抜け

□

1

日 日

一般観覧者
そのまま直進
4階ヘ

小 :

各
種
販
売
ブ
ー

ス

選
手
集
合
所

監
督
会
議
会
場

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

ル
ー

ム
育
館
事
務

E∨

l」lll

選手・関係者以外

選手・関係者以外

立入禁止

一般観覧者

選手口役員

一般観覧者
~‐
¬

□一般観覧者入口 選手、関係者入口

※正面玄関右側 (体育館東南側)階段はIDカードを着用した方しか利用できません
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哺酵
第44回 全国高等学校選抜バドミントン大会

イト

小真木原総合体育館  3階アリーナ平面図

メインアリーナ (3階 )
1階

選手集合所

器具庫

記録
センター

器具庫

ｒ
Ｏ

ヽ ′

ヽ   ′

ヽ   ′

ヽ   ′

□

審判

待機席

レフェリー

役員席 進行席
オーダー交換

10

∠
ロ

Ｏ

υ

Ｑ

Ｖ

∩
０

ｎ
∠

７
′

イ
ー
ー

●
０

選手退場 口

ホワイエ
(選手集合所)

北側階段は選手・監督専用のルートとする
(IDカードをつけた者のみ通行できる)
一般観客等は1階から西側階段のみ使用
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審判控室 審判控室 器具庫
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・ 第44回 全国高等学校選抜バドミントン大会

仁鷺ト

櫛引スポーツセンター 館内案内図

3F

軽
ス
ホ
ー

ツ

コ
ー
ナ
ー

観覧席 304席

□

□

テ
ー

ジ

上

部

囲

囲

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム

出入□ 非常□

控室

事
務
室

囲 指

導

員

室

レ
フ

エ
リ
ー

席
等

（
オ
ー
ダ
ー

交
換
所
併
設

）

□器具庫

アリーナ

」ヒ 南

選手
入退

―柏戸記念館ヘ

2F

審判員控えスペース

受付

lF
非常□

東

tE+t-

非常□
車

庫

・
倉

庫

ヘ

=彙
率   非

入退場口 3

西
非常□
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機械室 調理室

合宿 室
(競技補助生徒
控  室) 回」

用具室 用具室

(武道場 )
選手集合所

アリーナ上部

■ ■ ■ ■ ■ ■



第44回 全国高等学校選抜バドミントン大会

櫛引スポーツセンター体育館 2階アリーナ平面図
鋏 魯

便 所
(役員専用 )

審判待機席

役員控室
オーダー

交換所

放送室
役員席 進行席

レフェリー席

ロコ ロ

… …

‐ E□ [IⅡⅢ Ⅲ 団 E□ ロコ 回工 IE回 工エコ 回工 工I□III□ E□

□

ロコ ロコ

Ｅ
Ｕ

イ
ー
ー

入 場

ハ
０

線

ハ
∠

７
′

線

Ｑ
〕

∩
０

月
４

ロ
ビ
ー

（
審
判
員
控
え
ス
ペ
ー

ス

）

▼

選 手

入退場ロ

器具庫

非常口

1階クレーコート
より

玄

　

　

関

3階観客席ヘ

受

　

付

コーン等を利用
選手とエリアを区切る

スポーツセンター事務室
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1階選手集合所ヘ

ロコ

ロコ

ロコ

匡IⅢIEIⅢIEIⅢIEIコ 仮設観客席(120席程度)EI[EIEIEI…正エコ

□ □ □ □ □ □

□□
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競技 第 1日 目 3月 25日 (金 )

小真木原総合体育館メインアリーナ
コート

Ｑ

Ｖ
４

．

＾

υ

０
０ 10

9:30～

1・ 2回戦
GTl GT2 GT4 GT5 GT6 G丁7 G丁8 GT9 G丁 10 GTll

2回戦 GT3  GT12 G丁 13 G丁 14 G丁 15 GT16 GT17 G丁 18

3回戦 GT19 GT20 G丁 21 G丁 22 GT23 GT24 GT25 G丁 26

櫛引スポーツセンターアリーナ
コート

う
０

４

．

０
いＶ

9:30～

1・ 2回戦
B丁 1 BT3 B丁4 BT5 BT6 B丁7 B丁8 BT9

2回戦 BT2,BT10,B丁 11,BT12,BT13,B丁 14,BT15,B丁 16,BT17

3回戦 BT1 8 BT19 BT20 B丁 21  BT22 BT23 BT24 BT25

競技 第2日 目 3月 26日 (土 )

小真木原総合体育館メインアリーナ
コート И

■
０
０ 10

9:30～

準々決勝
BT26 B丁 27 BT28 BT29 GT27 GT28 G丁29 GT30

準決勝 BT30 B丁 30 BT31  BT31 G丁31 GT31 GT32 G丁 32

決勝 BT32 BT32  BT32 GT33 G丁 33 G丁33

学校対抗戦 (表彰は試合終了後にコート上で行う)

競技 第3日 目 3月 27日 (日 )

小真木原総合体育館メインアリーナ
コート ４

．

０
０ 10

9:30～

ダブルス1回戦
BDl BD2 BD3 BD4 GDl GD2 GD3 GD4

2回戦 BD5   BD6   BD7   BD8   BD9  BD10  BDll  BD12

2回戦 GD5   GD6   GD7   GD8   GD9  GD10  GDll  GD12

準々決勝 BD13  BD14  BD15  BD16 GD13  GD14  GD15  GD16
シングルス
1回戦

BSl   BS2   BS3   BS4 GSl   GS2   GS3   GS4

2回戦 BS5   BS6   BS7   BS8   BS9  BS10  BSll  BS12

2回戦 GS5   GS6   GS7   GS8   GS9  GS10  GSll  GS12

競技 第4日 目 3月 28日 (月 )

小真木原総合体育館メインアリーナ
コート ４

． 10

9:30～

準決勝
BD17 BD18 GD17 GD18

決勝 BD19 GD19

準々決勝 BS13 BS14 BS15 BS16 GS13 GS14 GS15 GS16

準決勝 BS18 GS17BS17 GS18

決勝 BS19 GS19

個人対抗戦 表彰式

-22-



多 第44回 全国高等学校選抜バドミントン大会 」lト

競技審判上の注意

[全般的事項]

1  この大会は、(公財)全国高等:引脚本育連盟が定めた大会実施要項及び平成27年度 (公財)日本バドミントン協会売厳嚇i態、ll、
同大会運営規程並びに同公認審判員規程により行います。

2  審判はすべて大会本部にて行います。なお、サービスジャッジは、学校対抗・個人対抗ともに準決勝よりつけるものとします。
その他の試合においては原則として付けません。

3.選手1垢式合開始予定の1時間前までには会場に至:楯:し、必ず「受イ詢 を済ませてください。
4.売着支の進行を円滑に進めるために、「受付」「集合」等の時間厳守に努めてください。
5.試合の進行状況に応じて、試合順番が変わることがあるので、放送には十分注意してください。
6.試合を連続して行う場合のインターバル1載欠のとおりです。
<学校対抗> 学オ交文■,勧 当ヽ続する場合は30分とします。
<個人対抗> 個人対抗 (単・複)が連続する時は20分とします
7.各試合 (マッチ)のインターバル1混欠の通りです。
○すべてのゲーム中、一方のサイドのスコアが11点になった時、60秒を超えないインターバルを認めます。 (選手は20
秒前にはコートに入つてください)

○第 1ゲームと第2ゲームの間、第2ゲームと第3ゲームの間に120秒を超えないインターバルを認めます。 (選手は20
秒前にはコートに入つてください)

8.イ ンターバル中のア ドバイスは、監督・コーチなど同時に2人です。主審の「 (コー ト番号)20秒 」で、コー
トから離れてください。なお、コーチングシー トを設けます。

9.イ国人対抗戦単において、試合開始前の練習 (3分間)をする相手は対戦相手とします。
10.試合 (マッチ)中の水分補給、汗ふきなどは必ず主審の許可を必要とします。なお、氷嚢の使用は、インターバル中のみとし
ます。

○容器は倒に,てもこばれない蓋付きボトルを使用し、主審横の指定した入れ物に入れて下さい。

○氷嚢は、ベンチ、コーチングシートでイ尉令バッグなどに入れ、保管してください。

11.サービスの遅延行為に関しての判定は主審力驚予います。
12.主審が必要と認めた以外のプレーの中断は、一切認められません。
13.次のような違反行為に対しては厳正に対処をします。 物器蕩脚l第16条)
○息切れなど体力回復等の遅延に関わる行為、又は、アウ イヾスを受けるためにプレーを遅らせる行為。

○主審の許可なしにコートを離れること。

○故意にシャトルに手を加えたり破損したりする行為。

○審判員や観客に対しての横柄な振舞い、下品で無礼な態度、言動。

○見苦しい着衣でプレーをする。

○ラケットや身体でネットなどのコート施設を叩いたり、耳障りなかけ声や奇声を発するなどの不品行な振る舞い。

14 売尉支中は、必ず高等学校名・都道府県名の入つたシヤツを着用するか、ゼッケンをつけてください。
(背面の文字は明確に半:信売できるもの)

15.売着支中の怪我や病気については、主審力洋ll断します。もし必要ならレフェリーを呼び、レフェリーの判断に従うことになりま

す。

16.審判の判定に「i崩莉 や「夕寄義.|を唱えることは一切認められません。もし判定に対し疑間がある場合には、次のサービスが
為される前に「質問」をすることができます。ここで質問ができる者とは、学校対抗では当該選手と監督、個人対抗では当該

選手に限ります。 (監督は「IDカード」を必ず付けてください)

17.選手1書式合終了後、選手同士の握手の後、主審 (サービスジャッジ)とも握手をすることを心掛けてください。
18.競技場内では、携帯電話の電源を切るか、もしくはマナーモードにしてください。また、売戴支フロア内での携帯電話の使用は、
一切認めません。

19 試合中にモバイル機器を使用したアドバイス・コーチングを受けることを禁止します。
20.その他は、監督会議における打ち合わせ事項に準じます。
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競技審判上の注意

１
‐

９
４

ｎ
６

月
４

[学校対抗に関する事項]

監督、コーチ、マネージャー、選手の変更は監督会議をもつて最終のものとし、以後の変更は一切認められません。
初回戦のオーダー用糸側ま、監督会議資料の袋に同封してあります。次回戦以降は主審より直接手渡します。
オーダー用糸側ま、5枚複写で記入し、(1)(2)(3)(4)は本音臓是出、(5)は自校の保存用となります。
オーダー用糸則ま、5枚まとめてオーダー交換所に提出して下さい。なお、対戦校立合いのもとでオーダー交換を行いますので、

時間厳守でお願いします。

なお、売戴支¬巡目は8:45と します。2巡目からのオーダー交換は、放送でお知らせします。
定時 (指示のあつた時刻)までにオーダー用紙の提出が無い時には「棄権」とします。
エントリーをしている者 (監督1名、コーチ1名、マネージャー1名、選手5～ 7名 )は、放送の指示で選手集合所に集まつ
てください。
ベンチに入ることができるのは、当該試合にエントリーされた者のみです。
入場は、主審の誘導により、組合せ番号の先番チームからとします。

試合開始前の練習は、対戦チームとあいさつを交わした後、主審の指示で各マッチ G式合)毎に3分滉桁ってください。なお、
当初から2コート以上を用いて試合をする場合も同様に、マッチ G式合)の開始前に3分間行つてください。
マッチ G式合)は、1回戦より2～ 3コート並行して行うことがあります。その際、同一選手が連続して試合をする場合のイ
ンターバルは10分とします。
マッチ G式合)は、勝敗決定 (3マッチ先取)後、打ち切りとします。
勝敗が決定したら対戦チームとあいさつをし、主審の誘導により、プラカードに続いて整列し、臓杯llチームから退場をしてく
ださい。

売戴支会場の開場は、8:00です。
売戴支者は会場至l屍讐後、必ず「受付」を済ませてから入場してください。

売競支会場では、係員の指示や会場の表示に従つて、下履きと上履きの区別を付けてくださしヽ

売競支フロア内での飲食は禁じます。但し、「売着1粛彗判上の注意、全般的事項 10」 に関わることのみ認めます。また、クーラ

ーボックスなどのフロアヘの持ち込みは禁止します。

部旗、応援旗を使用する際には、売晟支に支障のないように配慮をお願いします。なお、大会本音防洲 支や大会運営に支障があ

ると判断した場合には、指示に従って撤去して下さい。

応援の際、売財支に支障をきたすことがないように配慮をお願いします。太鼓やラッパなどの鳴り物、うちわ、メガホンなどを

利用した応援は禁止します。競技に支障があるとレフェリーカ洋」断した場合は、売贈対1顧、11に基づき厳正に対処します。

フラッシュ・ストロボ等を用いての写真撮影は禁止します。また、会場施設内の電源、(コ ンセント)の使用は禁止します。ご

協力ください。
ゴミは各自の持ち帰りを原則とし、会場に放置するなどのことがないようお願いします。自動販売機等で購入した場合は、分

別回収にご協力お願いします。「来たときよりも美しく」の気持ちを心掛けてください。

売着支中の疾病、傷害については応急処置のみ主催者側で行いますが、その後は各自で処置をしてください。

防らLL、 貴重品はじめ私物の管理は、各自 (各チーム)で責任を持つて行つてください。
売着支会場の観覧席から応援する場合、フロアヘの落下防止のため、最前列は着席して応援してください。また、通行に支障が

生じる通路での応援も配慮をお願いします。

10

[個人対抗に関する事項]

1.選手の変更は、し功 なヽる場合でも認められません。
2 選手は、放送の指示で選手集合所に集まってください。
3  入場は、主審の誘導により、組合せ番号の先番選手からとします。
4.試合開始前の練習は、あいさつの後、主審の指示に従い、同時に3分間とします。(単の場合、対戦者同士で行つてください)
5 勝敗決定後は、対戦相手とあいさつをし、主審の誘導によリプラカードにつづいて整列し、勝者から退場してください。

[一般上の注意]

11

12

１

２

３

４

　

　

５

　

　

６

　

　

７

　

　

８
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男子学校対抗戦 (BT)
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平成27年度 第44回 全国高等学校選抜バドミントン大会
男子シングルス (BS)

渡 邊 航 貴 埼
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遠 藤 真 彦 旭 川 実 業
(北 北 海 道 )

中 川 正 麻 新   田
(愛 媛 県 )

村 瀬 康 之 介 名古屋経済大学市鄭

(愛 知 県 )

藤 原 圭 祐 比
(

鈴 木 利 拓 勝   山
(福 井 県 )

玉  栄
埼 玉 県 )

11
土 平 孟 金 沢 学 院 東

(石 川 県 )

友金 利 玖 斗 神戸村野
(兵 庫

佐 藤 晴 彦 英    明
(香 川 県 )

原 口 翔 多 瑣   浦
(長 崎 県 )

後 藤 駿 斗 鶴 岡 工 業
(山 形 県 )

嶺 岸 洸  聖ウルスラ学院英智
(宮 城 県 )

大 滝 聖 矢 札幌龍谷学園
(南 北 海 道 )

相 澤 桃 李 西 武 台 千 葉
(千 葉 県 )

大 西

山 下 恭 平 水 島 工 業
(岡 山 県 )

2 12
業

＞

工

県

3

3

4

13

14

15

16

13

10

11

14

15Ｅ
０

17 18
19

ａ
０ 16

17

8 18

2

田 中 湧 士 八
(

菫  館魁 皇~舌
県 )(二 二

Ｑ
）

東

＞県

代

本能
¨

19

-29-

山 澤 直 貴 富 岡・ふ た ば 未 来 学 園 ln
(福 島 県 )lV

12

20

1

７
〓

山

＞県

叡

賀滋



平成 27年度 第44回 全国高等学校選抜バ ドミントン大会
女子シングルス (GS)
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´  第44回 全国高等学校選抜バドミントン大会 dト

競技会場 練習割りあて一覧表
各コートとも、1校 、1県で独占することなく、譲り合つての利用をお願いします。

(国人戦出場者の練習コートは、3月 26日 (土 )・ 27日 (日 )に設定します。

23

3 23 櫛 引スポーツセンター体育館 (男子会場 )

l-FNo
13:00～  17:00 北海道 山形 東 北 関東 関東・北信越 北信越・東海 近畿・四国 九州

3

=r-FNo 10

13:00～  17:00 北海道・山形 東北 関東 関東 北信越 東海 近 畿 四国・近畿 中国・九州 九 州

3月 24日 (木 ) (女子会場 )

3 24 引スポーツ

f -l-No
9:00～  13:00 九 州 近畿・四国 北信越・東海 関東・北信越 関東 東北 北海道・山形

コートNo 10

GT l GT 2 GT 4 GT 5 GT 6 GT 7 GT 8 GT 9 GT 10 GT ll
8:40～ 8:50(後番) GT l GT 2 GT 4 GT 5 GT 6 GT 7 GT 8 GT 9 GT 10 GT ll
8:50～ 9100(先 番 ) GT 3 GT 12 GT 13 GT 14 GT 15 GT 16 GT 17
9:00～ 9:10(後番) GT 12 GT 13 GT 14 GT 15 GT 16 GT 17 GT 18

3 25 ツセン 公 て

コートNo
8:20～ 8:30(先 番 ) BT l BT 3 BT 4 BT 5 BT 6 BT 7 BT 8 BT 9
8:30～ 8:40(後 番 ) BT l BT 3 BT 4 BT 5 BT 6 BT 7 BT 8 BT 9
8:40～ 8:50(先 番 ) BT 2 BT 10 BT ll BT 12 BT 13 BT 14 BT 15 BT 16
8:50～ 9:00(後 番 ) BT 10 BT ll BT 12 BT 13 BT 14 BT 15 BT 16
9:00^′  9:10 BT 17 BT 17

3月 26日 (土)  小真木原総合 公式練習

3月 27日 (日 )

I-FNo 10

8:30～  8:45 BD17 BD18 GD17 GD18
8:45^′  9:00 BS13 BS14 BS15 BS16 GS13 GS14 GS15 GS16

3 28

朝陽武道館大武道場 練習割一覧表

コートNo 10

9:00～  13:00 九 州 中国・九州 四国・近畿 近 畿 東海 北信越 関東 関東 東北 北海道・山形

10コートNo
8:30～ 8:45(先 番 ) BT26 BT27 BT28 BT29 GT27 GT28 GT29 GT30

GT27 GT28 GT29 GT308:45～ 9:00(後番 ) BT26 BT27 BT28 BT29

l-FNo 10

8:30^´  8:40 BDl BD2 BD3 BD4 GDl GD2 GD3 GD4
8:40^´  8:50 BD5 BD6 BDフ BD8 BD9 BD10 BDll BD12

GD5 GD6 GDフ GD8 GD9 GD10 GDll GD12

3 25

f -FNo
9100´‐17:00 北海道・東北 関東 北信越・東海 近畿・山形 中国・四国 九 州

3月 28日 (月 )    ( 人 2日 目)

朝陽武道館大武道場 練習割一覧表 (個人戦出場選手 )

f -FNo
9:00～ 17:00 北海道・東北 関東 北信越・東海 近畿・山形 中国・四国 九 州

I-FNo
9:00～ 17:00 北海道・東北 関東・北信越 東海・近畿 中国・四国 九州・山形

27日 1日

f -FNo
9:00～ 17:00 北海道・東北 関東・北信越 東海・近畿 中国。四国 九州・山形
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´  第44回 全国高等学校選抜バドミントン大会 dト

学校対抗出場校

ブロック
男  子 女   子

学 校 名 出場回数 学 校 名 出場回数

北北海道 旭川実業 2年連続 12回 目 旭川実業 2年連続 22回 目

南北海道 札幌第一 3年連続 33回 目 とわの森三愛 3年連続 8回 目

東  北

富岡・ふたば未来学園 5年連続 8回 目 青森山田 16年連続 16回 目

青森山田 2年ぶ り¬1回 目 富岡・ふたば未来学園 5年連続 5回 目

聖ウルスラ学院英智 3年連続 5回 目 聖ウルスラ学院英智 3年連続 32回 目

関 東

作新学院 2年連続¬4回 目 西武台千葉 3年連続 13回 目

西武台千葉 2年ぶ り4回 目 作新学院 8年連続 10回 目

常総学院 6年連続 24回 目 伊勢崎清明 4年ぶり5回 目

埼玉県 埼玉栄 17年連続 17回 目 埼玉栄 9年連続 26回 目

東京都A 淑徳巣鴨 3年連続 4回 目 淑徳巣鴨 2年連続 10回 目

東京都B 関東第一 27年連続 27回 目 日本ウェルネス 初出場

神奈川県 横  浜 2年連続 8回 目 鵠  沼 2年連続 5回 目

北信越

高岡第一 8年連続 ¬6回 目 金沢向陽 23年連続 27回 目

金沢市立工業 7年連続 27回 目 勝  山 3年連続 6回 目

勝  山 3年連続 16回 目 富山国際大学付属 6年連続 6回 目

東 海
皇學館 2年ぶり2回 目 暁 2年連続 9回 目

伊  東 4年ぶり5回 目 県立岐阜商業 2年連続 20回 目

愛知県 岡崎城西 5年ぶり13回 目 岡崎城西 3年ぶり8回 目

近 畿

東大阪大学柏原 16年連続 20回 目 園田学園 5年連続 13回 目

比叡山 25年連続 36回 目 京都外大西 3年連続 3回 目

神戸村野工業 3年連続 6回 目 滋賀短期大学附属 2年連続 17回 目

大阪府 四天王寺 6年連続 15回 目

中  国

水島工業 3年連続¬4回 目 倉敷中央 5年連続 7回 目

柳井商工 3年連続 19回 目 柳井商工 2年ぶり2回 目

米子北 2年ぶり4回 目 米子北 9年ぶり2回 目

四  国
香川中央 10年ぶり2回 目 新  田 2年連続 9回 目

新  田 5年連続¬2回 目 坂出商業 初出場

九  州

八代東 8年連続 20回 目 九州国際大学付属 6年連続 19回 目

日章学園 3年連続 5回 目 諌早商業 5年連続 5回 目

自由ケ丘 3年ぶり7回 目 聖心ウルスラ学園 初出場

曖 浦 ¬4年ぶり7回 目 佐賀女子 3年連続¬3回 目

鹿児島商業 4年ぶ り4回 目 玉名女子 5年ぶ り2回 目

開催地
鶴岡工業 7年ぶり4回 目 山形西 初出場

山本学園 4年ぶり2回 目 山形城北 15年ぶり3回 目
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い
　

　

ま

し
塩

あ
相

や
山

年
　
年

し
志

¨
嵩

ん

，
卜　
‐）
卜
４

す

詰

ん

た

ぅ

泰

＾
髪

い

伊

」

渡

年

　

年

　

年

ゃ
也

る
光

じ
二

つ
　
．

か
　
　
Ｉ
つ

　

．

て
哲

ひ
　

ゆ
祐

ち

　

ら

村

ら

ぐ

口

む

　

む

村

き

　

　

か
　

　

か

せ

関

な

中

な

中

４
　
昨

　
マ

関

東

３

茨
城

県

ん
院

が
学

そ
総

じ
常

し
史

い
＞

ろ
　
　

よ

圭
同

ひ
広

ま
，

，
　

　

ち

ロ

”
内
ズ
山

き
木

”
＜

ふ
深

な
内

な
内

昨
　
昨

　

マ

た
太

っ
保

み
巧

ゆ
祐

た
　

た

，
　
　
　
う

・種
暦

う

位
磨

ヾ
谷

と
，

と
，

星 野 慎 太 朗

ほしの しんたろうなか じま けんご

はぎわ ら ゆ うきう たん

年

　

年萩 原 悠 希

健 吾 年

　
年

　

年

太

と
郷

晃

で
秀

ひ

島

だ
田

う
藤

中

ほ
本

い
伊

埼

玉
県

埼

玉
県

さ

埼

ぇ

栄

ま

玉

た
」
司
詢
的

嗣
貴
餃
刻

繊
屋
載
田

友

　

　

●

」ｕ

お
大

は
０

年
　
年

き
貴

き
樹

ぅ
　
　
ず

こ
航

か

一

マ
』
寛
品
智

魔
下
ど
堂

わたなベ

渡 邊
た

［国

ゴし
柴

年
　
年

き
輝

き
幹

ブつ
　
　
　
，́

ひ
洋

ゆ
優

む
村

も
本

お
岡

お
岡

年

　

年

　

年

嗜
之

ゃ
也

ま
真

詢
雅
み
釜
承
百

ま

　

す

ツ
，．
　

■タ

つヽ
寺

ヽ
　

朝

口
野
「
平
府
林

ぉ

ノ‐
．
に

仁

お

メ

10

東
京
都

Ａ

東
京
都

も
鳴

す
　
‥

．
巣

く
徳

し
淑

ろ

ニム

＞

ヽ
ノ

ひ

，

し

１
‘ヽ

れ

義

置

是口尺

一
越
神
騎

剛
堀
け
け

狩
　
昨
　
マ

ん
一九
ご
庁世

し も ぜ き げ

啓 一 朗

越

，
中

恵

年
　

年

ゃ
也

ゃ
哉

わ
達
承
拓

ぼ
保

う

く

ヽ

ど

東

お

．ク

ん

お
大

ば
板

年

　

年
　

年

ゃ
也

た
太

ゃ
也

つ
　
　
　
．っ
　
　
　
ぅ

た

達

ゆ

雄

ゆ

竜

‘
藤

か
川

だ
旦

０
工
九
牛
一″
上
一

関
ご し け い

下

え
江

一
田

11

東
京
都

Ｂ

東
京
都

ち

　
一

し
第

だと

東

んか
関

渋 谷 仁 徹

しぶや ひさゆき 年
て
颯
や

ヽ
、

ろ

′
１

した

［田

符
　
マ

ん
瑚

ち
智

れ

　

　

し

‥

だ

‐ス

』
代
繊
谷

た
田

す
菅

年

　

年

け
介

ゃ
哉

す

小合

ぅ

・

う
ネ

ゅ
佑

ゅ

“氏

ら

ス

ユ
さ

を

本

や

Ｅ

′．
わ

き
喜

か
河

年
　
年
　
年

と
斗

る
博

か
鳥

マ

　

　

ひ

．

す

　

一

は
颯

だ
敦

あ
丞

ョ
　
　
ｋ
　
　
，
　
一

や
山

軽
山

や
山

な
中

れ
若

ま
丸
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No.
ブ ロ

ッ ク

都道
府県

学 校
監   督 選 手 (マ 印はマネージャー )

fコ ーチ 名  前   学年   名  前   学年   名  前   学年

12

ネ申
奈
川
県

ネ申
奈
川
県

よ

横

ま

浜

は

ぇ び な ま さ る

海 老 名 優
(おおしま ひでき)

(大 島 英 輝 )

2年

2年

も

森
す

鈴
ま

鳴よ

ず き

木

き

木

い しい こ

石 井
さいとう

うすけ

宏 昌 2年
ゆうた

雄 太 2年
し ょ う

星 1年

よ こ た こ うき

横 田 康 輝
つ る た れ い
鶴  田  嶺

ひ ろ や
皓  也 2年
そ うた

颯 太 1年

て つ し
徹 志  マ

り

方

斉
お

緒

藤

が た

13

」ヒ
信
越
1

富
山
県

か お か だ い い ち

岡  第
た

局

なかだ ま こと

中 田 真 琴
(い いだ ひろと)

(飯 田 洋 人 )
東

まがわ しゅうへい

真 川 嵩 平
いしさか まひろ

石 坂 真 洸
こい け じゅん

小  池   潤

ふ じ た け い

た か は し げ
2年  藤 田 啓 2年 大 崎 広 裕 2年

1年1年 坂 井 雄 介

おおさき こうすけ

さかい ゆ うすけ

あ ず ま か け る

2年  高  橋

1年

た

汰
ん

玄

翔  マ

14

」ヒ
信
越
2

石

川

県

かなざわしりつこうぎょう

金 沢 市 立 工 業

みず うち ひろし

水  内  浩

(星 野 健 太 朗 )

2年

1年

たかぎ けん しん

高 木 健 心
いとう りつえい
伊 藤 吏 永
やまぐち ゆうや

山 口 裕 哉

2年

1年

1年

た に の ゆ うた

谷 野  悠 太
か と う れ い
加  藤   黎

たにぐち りょうま

谷 口 諒 真
さきだ かずまさ

崎 田 和 真
な か の た け し

中  納   律

1年

1年

‐マ′

15

」ヒ

信
越
3

福

井
県

か

勝

や ま

山

牧 野 智 幸

まきの ともゆき

(千 京 尚将 )

2年

1年

2年

1年

すずき としひろ

鈴 木 利 拓
か わ い ゆ うき

川 井 優 希

な ん も れ ん た

南 茂 蓮 太

な か に し た く

中  西  拓
もりいし あきら

森  石   顕

はせがわたかひと

長 谷 川 貴 士

さいとう かえで

斎  藤  楓

1年

1年

16

東

海
1

重

県
皇 學

っ  が  っ  か ん

館

まきの たかゆき

槙 野 貴 行
(や すい ひろこ)

(安 井 浩 子 )

お お に し か い

大  西   魁
たけがわ しんぜん

竹 川 真 善
ふじなみ えいきち

藤‐浪  永 吉

ささぶち やすたか

笹 渕 康 孝

大 谷 啓 斗
つ ば き じ ん
椿     陣

たけ うち そ うま

で ぐ ち け い ご

出 口 啓 悟

竹 内 壮 真 2年

1年

2年

1年

1年

1年

1年

‐ヽア

17

東
海
2

静
岡
県 東伊

いわさわ たけし

岩  沢  猛

(北 川 裕 紀 )

ふ くだ ゆ うひ

福 田 雄 飛
み よ し か け る

三  好   翔
おおかわ たくま

大 り|1 拓 馬

よ こや ま じん

横  山  迅
さいぐさ ともや

三 枝 智 也
たかしま やまと

高 嶋  大 和

2年

1年

′ヽ

2年

2年

1年

たるいし ふみや

樽 石 郁 弥 2年
たかはし ゆうき

高 橋 裕 輝 2年

18

愛
知

県

愛
知

県

お か ざ き じ ょ うせ い

岡 崎 城 西

野 瀬 泰 弘

の せ や す ひ ろ

(な かね としひこ)
(中 根 寿 彦 )

こんどうひかる

近  藤  輝
あ べ ふ み や
阿 部 文 哉

2年

1年

2年

2年

1年

2年

1年

野 中 隆 太 郎
い た い と しき

板 井 俊 樹
ひ さた か りむ

久 高 〕暉 ;夢

あんどう りょうた
安 藤 遼 太
かたひら ゆうと

片 平 悠 斗

19

近

畿
1

大

阪
府
東 大 阪 大 学 柏 原

あか し ひろかづ

明 石  浩 和
(こ んどう かずお)

(近 藤 一生 )

2年

2年

1年

たかお なおゆき

高 尾 直 佑 樹
そ ね し ょ うた

曽 根 翔 太
しみ ず こ うき

清 水  晃 希

高  橋  慶 永 井 嵐

た か は し け 0
2年

1年

な が い あ ら

やまなか あ ら

し

± 2年

新 1年川 本 虎 之 介 山 中
うえだ しゅうへい

植 田 修 平  マ

20

近

畿
2

滋
賀
県 叡

ひ

上ヒ

ざ ん

山

仲 尾 修

なかお しゅういち

(藤 上 良信 )

2年

2年

1年

ほ りい た い ち

堀 井 大 智

や ま お き け い

山  沖  慶
みやけ しようへい
」 宅  将 平

2年

1年

しみず こうへい

清 水 滉 平
おおや りょうご

大 屋 亮 悟

ふじわら けいすけ

藤 原 圭 祐
たにぐち ゆうや

谷 口 侑 弥
かわせ こうたろう

川 瀬 耕 太 郎

2年

1年

21

近

畿
3

五i

庫
県

こうべむらのこうぎょう

神 戸 村 野 工 業
(細 川 泰 大 )

ともかね ゆきお

友 金 幸 雄

2年

1年

1年

とうち ゆうすけ

戸 内 佑 亮
か わ の た くま

河 野 匠 真
まつむら なおや

松 村  直 哉

えぐち みつひろ

江 口 満 広

き っ た た くや

橘 田 拓 弥

かどわき ひなた

門 脇 日 向 太

ともかね りくと

友 金 利 玖 斗
やまみち けいた

山 道 敬 太

2年

1年

1年

1年

′ヽ

22

中

国
1

岡

山
県

み ず しま こ うぎ ょ う

水 島 工 業

まつかわ だいき

松 川 大 記

(う えだ とみひろ)

(上 田 富 弘 )

2年

2年

山 下 恭 平

さかもと たいせい

坂 本 泰 晟

いのうえ けんた

井 上 健 太

杉 谷 幸 之 輔

にしかわ かおる

2年  西  ノ|1  薫 2年

1年
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No
ブロ

ック
都道
府県

学 校
監   督 選 手 (マ印はマネージャー )

(コ ーチ) 名  前   学年   名  前   学年  名  前   学年

23

中

国
2

山
口

県

llv'Lli:や

初ロ 井   商 工

たなか ひでゆき

田 中 秀 幸
(たけみつ ただし)

(竹 光 唯 至 )

もりなが まさひろ

森 永 雅 弘
ふるかわ たくや

古 川 拓 也
ふじかわ あゆむ

藤 川 歩 武

か め だ ま さや

亀 田 将 也

すみがわ たかし

澄 川 考 志

きむ ら さ と し

木 村 聡 志
つじ けんたろう

辻 健 太 郎

みや うち きみか

宮 内 公 佳

2年

2年

1年

2年

1年

2年

1年

24

中

国
3

鳥
取
県

たよ

米

な

子

き

」ヒ

たけ うち お さむ

竹  内  収
(いずいし つとむ)

(出 石 勉 )

たなか たかひろ

田 中  貴 大
わたなべ ゆうと

渡 邊 悠 人

な が お い っ き

長 尾  一 輝

2年

2年

1年

す い つ は る き

水 津 遥 樹 2年
たけなか しゅん

竹  中  駿 2年

にしむら まさし

西 村 正 志

そのやま たくみ

園 山 拓 未
ふ な つ た け る

船 津  健 留

2年

1年

25

四

国

1

香
川
県

か

香 央

が わ ち ゅ う お

川   中

にのみや かずたか

二 官 和 敬

(ど い じゅんこ)

(土 居 純 子 )

はらだ りょうや

原 田 崚 矢
おかだ りゆうせい

岡 田 竜 征
いなざわ ゆうた

稲 淫  勇 太

2年

2年

1年

ふ しみ ゆ うま

伏 見 勇 真 2年
よしおか こういち

吉 岡 光 -2年

たけしま とおる

竹  島  徹 2年
い わ ぶ た い が

岩 部 大 我 2年
わ く い り く
涌 井 理 玖 マ

26

四

国
2

愛
媛
県

た

田

に

新

とくなが ただ し

徳  永  督
(ひ さえだ ゆい )

(久 枝 ゆい )

なかがわ しょうま

中 川 正 麻 2年
つ あ き と もや

津 秋 智 哉 2年

ひがし りょうた

東  嘉  太 1年

かどや じゅんぺい

門 屋 隼 平

そがべ しょうた

曽 我 部 祥 多

2年

1年

~マ′

2年

1年

たけなか ゆうや

竹 中 裕 哉

はらだ しゅんすけ
原 田 峻 佑
しまや そ うま

嶋 屋  颯 真

27

九

州
1

弁ヒ
本
県

し ひ がや

ノヽ

ろ

代

し

東

ごんどう こうじ

権 藤 浩 二

(しのはらみゆき)

(篠 原 美 由紀 )

ひらかわ とおる

平  り|1  透
たかの たくろう

高 野 拓 朗

もりた しんたろう

森 田 新 太 郎

やまもと たくま

2年 山 元 拓 摩
おもと だいすけ

2年 小 本 大 佑

1年

2年

1年

2年

1年

かわなみ あつし

川 波 篤 史
た な か ゆ う し

田 中 湧 士

かわはら そ うま

川 原  子:公 麿

28

九

州
2

官

崎
県

に っ し ょ うが くえん

日 章 学 園

武 末 昌 也

(定 宗 隆 一郎 )

たけすえ まさや 2年

2年

1年

2年

1年

あぜ ち ゆ うき

畦 地 勇 輝
ながみね ぜん

長  峰  善

2年

1年

は

長 谷

せ が わ けい

川  慧
いわき り たつき

岩  切  樹

ほそやまだ しんや

細 山 田 真 也

し もみ だ い ち

霜 見 大 智
え が わ た く
汀  jll  拓

さとう きょうすけ

佐_藤  叶 涼  マ

29

九

州
3

福
岡
県

ケ

か

丘

じ

自 由

ゆ う が お
なるとみ かつひこ

成 富 勝 彦

(や なが さとみ )

(弥 永 里 美 )

2年

2年

1年

やなぎ ひでとし

柳  秀  俊 2年
かつらぎだいすけ

葛 城 大 介 2年

よしおか しょうた

吉 岡 将 汰
さ と う ゆ うき

佐 藤 優 希
なかしま けいじゅ

中 島  :圭 寿

櫻 山 和 大
こうの あつひろ

河 野 敦 紘
ふ じか わ け い

藤  り|1  圭

2年

2年

‐マ′

30

九

州

4

長
崎
け

瑣

ほ

浦

い

はやし たかあき

林  貴  昭
(さ とうかずし)

(佐 藤 一 司 )

2年

2年

1年

はらぐち しようた

原 口 翔 多

ながの きょうた

長 野 恭 大
つ る た せ な
鶴 田 世 那

まつばやしゆうた

松 林 雄 太
むらもと りょうま

村 本 竜 馬

芦 塚 貴 一 郎
つ じ りょ うや

辻  凌  也
まつざき ゆきひろ

松 峙 幸 祐

2年

1年

2年

1年

31

九

州
5

鹿
児
島
県

かごしま しょうぎょう

鹿 児 島 商 業

おにつか あつよし

鬼 塚 敦 義
(の くお ひでとし)

(野 久尾 英俊 )

2年

1年

1年

せ せ り ょ う
勢  瀬  凌
ひらおか りっせい

平 岡 立 成
おがた ゆきのすけ

緒 方 雪 之 亮

中 村 竜 之 介
しらかわ ゆうや

白 川 湧 弥
て ら し し ゅん

寺  師   駿

せ とぐち まいき

瀬 戸 口 舞 樹 2年

1年

2年

1年

‐マ′

吉 岡 弘 太 郎

32

開

催

地

1

山
形
県

つ るお か こ うぎ ょ う

鶴 岡 工 業

お の か ず ゆ き

小 野  和 之

(上 林 英樹 )

2年

2年

1年

しぶ や こ うき

澁 谷 光 希

大 瀧 晃 太 郎
たかはじ こうすけ
高 橋  宏 介

2年

1年

ご と う は や と   やまもと ゆうき
後 藤 駿 斗 2年 山 本 祐 貴
うめ き け い た    さ と う の ぶ と
梅 木 圭 太 2年 佐 藤 総 飛

す だ ひ ろ む
宛 田 裕 夢

33

開

催

地
2

山
形
県

や ま も と が く え ん

山 本 学 園

石 沢 英 司

い しざわ えい じ

(加 藤 安 史 )

(か とう やす し)

さや

也

うじ

おき

希

2年

1年

=マ
′

す ず き ま

鈴 木 将
えんどう ゆ

遠 藤 裕
こんどう な

近 藤 直

おお しま ちさと

大 島 千 聖

うしざわ こうた

牛 澤 晃 太

櫻 庭  特 大

す ず き ゆ う
2年  鈴  木  遊 2年
よ しだ け い ご

2年  吉 田 圭 吾 2年

1年
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カロ 手一 対
′  
―

ズ 千
′
I

ヽ

No.
ブロ

ック
都道
府県

学 校
監   督 選    手    (マ 印はマネージャー )
(コ ーチ ) 名  前   学年   名  前   学年  名  前   学年

北
北
海
道

北
海
道

ぅ
業

ぎっ
実

わヵ

＝
月

ひあ
旭

喘
雄

”

‥＞

て

こ
ヽ
―

・■

ひ

一ヌ

さ

手́

ぼ

Ｚ
‐

ま

上
十

つ

Ｆ

き

ヽ

ぅ

〓
丁

ず

】
・

も

´̈
　
ナ

″街

し

Ｔ

＜

＜

な
那

く
来

も
桃

春

み
未

も

た
　
　
だ
田

井

ず
田

ら

藤

み
水

は
原

年
　
年

歩

み
実

ふ じ い は るえのもと なぎほゅ
結

な
奈

か
呑

み
　
　
う
　
　
め

実

ゆ
佑

ゆ
夢

う

　

　

わ

は
橋

と
藤

か
川

ち
　
　
い
　
　
の

い
市

さ
齋

ぬ
布

年

　

年

さ き の つ ぐ

年

　

年

1年

榎 本  凪

崎 野  亜

南
北
海
道

北
海
道

ぃ
愛
あん
一二

さ
森

も
の
の
わ

わと

と
一

せ お ま さ よ し

義

↓
↓

ゴ

ユメ

半́
・
だ

コ
♪

メ
‐
　

・
は
■

た

尾

べ
部

妹
』
輌

屋

ふ
古年

　
年

こ
子

ぅ
涼

理

り

・‥
　

わ
澤

と

藤

ざ

ん
　
　
か

あ
安

た
高

布
　
昨
　
マ

ぇ
衣
り
莉

み
美

樹

い
郁

尾

や
林

ぎ

西

こ
小

年
　
年
　
年

織

の
乃

こヽ
子

佳

あ
瑛

た
貴

藤
だ
田
も
口

伊

や
山

や
山

に しお

る やい と う か お り い

郁

じ

東
北

１

青
森

県

あ

青
も
森

だ

田

や

・田

お ヽ

＞

＞

ノ
お
緒

真

な
奈

た

ｍ国

田

ば
保
く
欠

藤

＜
Ｃ

ふ じ た ま さ と 客
　
狩
　
マ

こ
子

か
か

ゃ
彩

】
月
村
す
ぁ

´
　́

′
　

‐
ら

　

　

―

ら

、‘

た

田

議
崎
蹴
原
ろ

や
矢

ふ
藤

も
諸

年
　

年

み
摘

こ
子

っ
菜

り
莉

な
　
　
ヽ

だ
田

ま
井

お
小

い
今

年
　

年
　
年

き
姫
つ
　
・　
・

．

夏

な

艮

ね

ェ↑

そ

由
「

み
み

と

と

ひ
ひ

む
村

に

一
一

ゃ
耶沙

も
森

東

北

２

福
島
県 富岡

・ふたば未来学園

し
均
ひり
堀

おお
大

狩
　
昨
　
マ

か
夏

ん
雰

ろ
天

や

　
　
ぶ
　
　

ひ
　
・

あ
綾
せ
瀬

つ
．

属
齋
れ
井
結
々

あ
安

な
永

さ
佐

年
　
年

ゃ
弥

さ
さ

さ
咲

ぎ
ぎ

ま
　
　
な
な

基
＾
　

　

　

・

づ

．≡

ら

良

あ
吾

ゆ
由

年
　
年

　
年

き
月

か
香

と
琴

つ
　
　
　
　
■
，　
　
　
　
）
一

か
菜
か
日
ま
真

ら
　

し
明

う

い
平

は
爵

と
藤

だ

　

か

業
口
い

に
仁

た
高

さ
齋

東
北

３

宮
城
県

ち
智
か
英
協
院
御
学
が
ラ
す

一ン

ヶ
ル
づ
ウ
れ
聖

じ

二

Ｄ

＞

ん
　
　
　
残

菌男

ゆ
潤

ケ
光

せ
瀬

ｔ
所

札
深

に
鮮

ず
′
　
　
　
し

．

円
而

ォ
よ

ロ

み

鴫

　

十

お

た
田

≫
晟

む
村

ま
松

葬
　
狩
　
マ

こ
子
き
希
な
奈

り

々

り
凛

ま
原
お
小年

か

夏

ょ

代

ゃ

ク
′

り

Ｓヽ

さ

彩

　

廻

ま

ら

ョ
ヽ
　

　

日

ま

．〃

だ

Ｆ

ほ
保

わ
和

年
　

年

か
か

み
実

十
　́
　ヽ
　
つ

あ

ぅ

な

夏

う

あ

ち

の

し

ま

町

く

ム
ロ

が

と
徳

な
長

き

き

ゆ

＞●
ず
木
す
鈴

2年

2■三

関
東

１

千
葉

県

ば

葉

せ

西

だ

ム
ロ

ちぶ

千武

鶴
雄
詢
０

ひ
秀

つ
ヨ

‥

　

だ

‐―

囃
瀬
わ
れ

た
高
鮎
Ｃ

狩
　
昨
　
マ

の
天

ぎ
凪

み
美

１

　

　

‥
　

　

ゆ

・
・

、
く

な

　

‥

友

べ
部

う
藤

わヽ
ξ

お
岡

さ
佐

あ
有

年
　
年

み
み

る
春

な

な

は

み
　
・

‘
み

ち

千

まぬ
沼

ど

お
小

よ
淀

な
奈

ゅ
友

ろ
尋

卿
理
ま
宋
ひ
Ｆ

¨

交

ヽ

月

ち

二

ヽォ

　

．

卜

だ

ヨ

カ

＝

う

ナ

　

日

リ

リ

，

　

ま

あ
有

ひ
平

や
山

年
　
年

　
年

関
東

２

栃

木
県

ん
院

く
学

んし
新

さ
作

遠 藤 敦 史

えん どう あつ し

(曾 澤 真 之 介 )

こ
子

ぃ
妃

ね
音

瞳
向
あ
愛
贄
琴

ず

日

ろ

　

ま

れ
静
し
代
汎
島

な
中

た

田

か
川

年
　
年

り
織

か
佳

』
詩
ゎ
和

ら

一示

ご

飢
老
い
酎

え
海

だ
醍

な
奈

な
菜

ほ
穂

れ
　
　
ぅ
　
　
´

令

ふ
楓

ｔ
志

き

　

　

ヽ

ｔ
関

つ
塚

に
谷

お

　
　
し
　
　
〓．′

お
大

い
石
ま
桝

狩
　
昨
　
マ

年
　
年

　
年

関

東

３

群
馬
県

い
伊

せ さ き せ い め い

勢 崎 清 明

坂 本 恵 美

さ か も と え み 狩
　
昨
　
マ

ぃ
衣

惨
未
ね
音

や

　

　

う
ヽ

ゅ
結

ぁ
彩
麻
彩

だ

　
　

「

‐

田

ぶ

林

ま

嶋

く
　
　

引

　
　
し

ふ
福

と
東

て
手

年

　

年

野 呂 恵 夢

の ろ  え むち だ ゆ き

川 村 芽 生 奈

かわむ ら めいな

年
　
年
　
年

の
乃

ぃ
依

ぃ
依

雪

ゅ
祐

真

だ

田
¨
ち

ｍ円

たな

邊

ま
町

う
内

わ
渡

埼

玉
県

埼

玉
県

ぇ

栄

ま

玉

たさ

埼

ぅ
亮

∋
Ｄ

ょ
　
　
∝
二楡

り
　

一
秀

，ち
内

だ
ヨ

′
´
　

ま
＝

き
　
　
５ヽ
・μ

た
滝

α
＜

ほ

ま́

き
幸

ろ
”見

ず
「

ゆ

‥
ひ
１

み
り

み
未

も
智

つ
み

・■

と

‥

暉
澤
議
元
珀
下

い
池

あ
秋

ど
堂

年
　
年

み
美

と
柴

つ
　
　
　
　
＞

な

夏

ｔ

ぎ

　

　

し

が
杉
や

う
上

は
林

年

　

年
　
年

み
南

み
美

み
実

な
　
　
る
　
　
っ

み
美

な
成

な
捺

ま

　
　
　
　
　

だ

し

島

き

木

う

田

わ

　

ず

　

よ

か
川

す
鈴

し
正

狩
　
昨
　
マ

10

東
京
都

Ａ

東
京
都

も
鴨

す
　
‥

．
巣

く
徳

し
淑

関  根  忠
せ き ね た だ し

(堀 越 義広 )

年

　

年

飛  渡  優  2年

2年  久 松 美 南 2年  齋 藤 未 奈

1年

き
希

み
羊

紗

ら
′

ま
　
　
．‘
雨

や

１

だ

お
　

　

け

Ｅ

と
遠

い
油

さ さ き じお りひ わ た し ゆ う

さい とう みなみ

熊 澤  里 咲  マ
く ま ざ わ り さ

佐々木 しお り年
な
奈

みな

れ

ヽ
・
　
た

″‘「

ス

が
　
　
　
つ

り
賀

ま

あ
有

ひ

ll

東
京
都

Ｂ

東
京
都

す

スェ ル ネ
う え る ねん

占
ツ

ま
本

こ

自
ロ

‐ゃ
也
淘
０

お

・‥

み

コブ

な
直

ふ
史

た

田

た

請

ま
　

縮
大

こ
駒

は
↑

よ
吉

ま
巻

お
大

年

　

年

佳 歩

＋明

は
橋

ぐ
口

な
　
　
ま

ふ
舟

や
山

狩
　
昨
　
マ

み
美

か
可
み
美

か
香

ね
茜

聘
海
一詢

に

凡中

と

本

肖
島
島

た
田

す
杉

ち も え

幸

み

美

な
七

む
村
し

き ぐち み

口 実
ま
真
のお
野

年

　
年

　
年

ゆ き

藤

い
伊

12

神
奈

川
県

神
奈

川
県

ま

沼

く

鵠

げ    ぬ
ょ

代

あ

日
朗

た

田

やみ
宮

あ

年
　
年

　

マ
一

２

　

　

２

　

　

三

な
華

こ
虹

か
正

こ
子

ぃ
舞

ヽな
菜

ま

花

ゎ
Ｈ

　ヽ
　
　
か

リ

い
井
ら

い
石
む
村

こ
子

み
恵

な
菜

と
　
　
ぐ
　
　
る

さ
聡

め
　

は
晴

＞

　

・‥

田

み

σ

野

ナ

　

か

上

ん

‐

ね

　

えヽ
　

．

こ

今

か

金

す

末

こ え だ な な
七

れ

笙

寺
〈
く

「至
一

‐

ち

立

小

つ
土

年

年
　
年
　
年

い
井2年  荒
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参加選手一覧 (学校対抗)女子

No
ブロ

ック
都道
府県

学 校
監   督 (マ印はマネージャー)選 手

コーチ 名  前  学年  名  前  学年学年名   前

13

北
信
越

１

石
川

県

ぅ

陽向沢

な ざ わか
金

き
明

Ｄ
０

％　　は
脚̈

ひ
浩

ら
亜

ま
　
　
む

寸

く
車

鮎
０

狩
　
昨

　

マ

こ
子

み
美

く
紅

ぇ
恵

あ
Ｅ

み
自

も
萌

の
コ

け
ョ

お
木

か
里

や
ィ

あ
青

た
高

み
三

年
　
年

ぞ も えおおいぇ なつき

ぶ い ち か

ス
ン
　
　
ん

こ
格

な
南

年
　
年

　
年

稀

ゃ
弥

の
乃

萌

術

”

立
ロ

家  夏
に ぐ ち さ
大

た
谷

か
加

沙

ゆ
志

口

藤

14

北
信
越

２

福
井
県

やか
勝

ま

‐田

し

こ
，
＞

＞

と

Ｚ

よ

代

る

易

ち

智

―
　
　
な

奈

れ
林
じ
路

ば

ヽ
　
の

野

こ

＝
●

＜

＜

狩
　
昨
　
マ

く
空

か
香

な

々

た
　
　
　
の
　
　
　
だ

′
望

ほ
萌

４
奈

だ

　

　

べ
　

　

た

，

田

な

邊

‥

田

ォ

　

た

　

、
、

さ
澤

わ
渡

よ
横

年
　
年

り
里

ら
羅

か
香

さ

′

．
´
　

「り

あ

明

の

，Ｔ

だ

田

か

，

わ

和

な

中

和  2年

年

　
年

ね
音

き
咲

か
　
　
さ

あ
朱

み
実

わ

き
木

ざ
澤

ま
　
　
す

た
玉

た
竹

ま き の  さ
牧 野 佐

15

北
信
越

３

富

山

県 富 山 国 際 大 学 付 属
河 合 昭 博

かわい あきひろ

(あ べ ま さみ )

(安 部 雅 美 )

年

　

年

果

な
奈

も
萌

さま

き

木

し

ま

　

　

く

な

生

ふ

福 島 沙 里

年
　
年

か
佳

な
奈

る
瑠

り
芹

え
　
　
せ

が
江

の
野

な
長

や
矢

年
さ
沙
ち

―
知

だ

ヨ

ま

．―

し

自
一ロ

ほんごう りょう
本  江  綾  1年

えヽ

16

東
海

１

二
重
県

あ

暁

錦
生
↓
詢

ゃ
泰
綺
ｔ

も
本

九
月

一
山

は
０

狩
　
昨
　
マ

ぃ
依

で
楓
な
那

真

か

田

やま
年
　
年

み
美

で
楓

ぁ
亜

力、ぇ

た
　
き
崎

り
田
ざ

な
成
さ
坂

ま
松

こ
小

き
紀

つ だ まめ
芽

り
暉

ほ
帆

ゅ
夕
“　
み
姜

や
　

　

　

子

い

き
矢
度
．
じ
井

せ
関

か
金

ふ
藤

年
　
年
　
年

林
ひ ら ま
平  真

17

東
海

２

岐
阜
県

ぅ
業
ぎ
商
」
阜
ふ

・
文

ぎ

”

つい

エユ

んけ
県

おおは し ひろし

大  橋  浩

(則 武 鋭洋 )

狩
　
昨
　
マ

ゅ

由

か

夏

ま
麻

ず
野

み
水年

　

年

み
美

ほ
歩

る
　
　
ン

な
成

ｔ
志

，
　

　

た

シ
野
ば
田

み
水

し
柴

紀

ぇ
萌

り
里

沙

も
　

ま
麻

美

た
田

せ

＾́
　

　

　

　

頓

卦
力
ろ
　
　
な

、リ

松

も
諸

や
柳

き

「■

＞

―リ
み
送
た

　

一

ば
端

わか
河

ひ び き ょ う

日 比 杏

ま つ い み さ き

年

　

年

　

年

18

愛
知
県

愛

知

県

ぃ
西

せよ
城

き
崎
ざお

岡

じ
司

↓
＞

い
　
　
　
。そ
″
エ

て
貞
構
束

み
ゴ

入

一

し

井

も

´ヽ
　
ふ
お腺

し

Ｔ

＜

＜

年
　
年

ゅ
佑

り
里

，
　
　
　
の
　

ノヽ

”実
み歎

と
藤
コ
井

い
伊

あ
浅

年
　
年

な
那

ね
翔

ィ
菜

ち
千

だし

田

世

本

よ

吉

い

井

さ

紗

ぁ

愛

り

り

，
　

　

り

今
¨
か

い

‘

里

さ

卯

ひ

“

，

ィ
”
¨
　

ひ

，ね
長
み
見
韓
Ｈ

か
ォ

さ
佐

お．
Ｌ

な
中

う
宇

あ
青

年
　
年
　
年

19

近

畿

１

兵
庫

県

ん

口
困

えヽく
学

だ

ｍ国

のそ
園

ろヽ
浩

”

‥＞

。

　

み
光

浸
彰
¨
友

ち

´
　

ゎ

＝

ま

町

カ

リ

ら
　
　
，
虻

て
寺

』
“

狩
　
昨
　
マ

ゃ
耶

こ
子

み
南

さ
　
　
う
　
　
な

沙

よ
陽

み

の

た

　

　

ま

，Ｊ

ぅ
野

し
下

や

‐

ょ
　
　
ま

　

　

か

き
京

や
山

な
中

年

　

年

横 山 恵 里 香

よこやま えりかい しがみ かなこ

古  り|1  恵
ふるかわ めぐみ

狩
　
昨
　
年

加 奈 子

ヵ
香

あ

―リ

か  さ
沙

上

ね だ
―

　

中

匡

な

，

石

か
金

た
田

り
里

き
奉

20

近
畿

２

京
都
府

し

西

し

・尺

だれ
外

う
都

き
一只

カロ   納    敦
か の う あ つ し

(渡 邊 哲義 )

年

　

年

しまもと ももかなか じま あかねい わ さ き ふ

つ ぼ う ち ま い
島 本 萌 々 花

坪 内 真 惟

年
　
年

音

こ
子

朱

み
望
ま
真

島

だ
田

中

き
貴

年

　

年

　

年

み

楓

み

美

羊

音
「　
　

キ̈
ヽ

山

の

堅

な

永

岩

お
小

ま
増

ゅ
由

ぃ
来

ゅ
碁

す

21

近

畿

３

滋

賀

県

しがたんきだいがくふぞく

滋 賀 短 期 大 学 附 属
尾 形  広 大
おがた こうだい

(は ま くみ お )

(濱 久 美 雄 )

狩
　
昨
　
マ

り
莉

ゆ
有

だ

一出

まや

．田弘 美 2年
ヵ

か

ぁ

あ

と

島

ご

五

か
香

ゆ
優

た

田

く
栗

年

　
年
　
年

ひろみ

國 友 孝 菜 2年
くにとも たかな

ど
藤

んこ
近

な
奈

ゅ
由

な
奈

み
三
ま
真
づ
鈴

う

　
　
た

‥
藤

ヽ
田
ぅ
藤

さ
佐

な
中

さ
佐

22

大
阪
府

大
阪
府 王天

て ん の う じ
寺

し

四

(西 上 正 一 )

逢 沢 良 亮
狩
　
昨
　
マ

み
未

み
海

しヽ
至

動
夢
な
七
勧
毅

´
　
　
な
　
　
ヽ

ォ

川

ゴ

田

お

岡

が

　

．
た
　
　
じ

お
小

わ
和

ふ
藤

年
　
年

　
年

年
　
年

ぐ
ぐ

ろ
紘

め
　
　
ひ

め

ち

知

瘍
　
　
み

ヵ
上

か
上

ゎ
　
　
ら

か
川

む
村

か
香

ぃ
礼

か
香

す
ｋ

れ
　

も

‘

ら
多

み
美

も
，

、‘
亜

か
　

か
萌

ぅ
終

お
岡

お
１

い
伊

と
徳

や
安

23

中

国

１

岡

山

県

ら し き ち ゅ う お う

敷  中  央
く
倉

尾 崎 勝 久

おざき かつひ さ

(中 尾 祐 介 )

(な かお ゆうすけ)

布
　
狩
　
マ

ほ
帆

き
月

は
朝

み
未

ず
柚

な

夏

ま

　

　

ゅ

，

山

や

―

で

手

た
田

ぎ

か
香

い
井

す
杉

年

　
年

こ
子

ろ
心

栞

ニ

す
０
　
　
　
　
１
．　
　
，́

ゃ

・山

ま

占眉

お
　
　
じ

あ

青

の

野

だ

ヨ

だ

ヨ

だ

ヨ

け

日

な

日

ん

日

た

武

は

花

は

半

年

　
年

　
年

な
奈

き
月

み
美

り

莉

な

菜

＝
″

も も

24

中

国

２

山

口
県

や
柳

ぅ

工

な い し ょ う
井   商

し
至

∋

‥＞

だ

　

Ｌ

華

た
唯
ｕ
タ

Ｄ
　

　

０

み

光

か

中

す

　

な

日

た
竹

に
は

年

　

年永

き
咲

ぃ
衣

み
み

，
　
　
　
　
つ
　
，

さ
　

ゅ
優

な

っ

み
美

づ
　

み
な

ら
　

ヽ
津

と
ヨロ

，
．　
　
　
し
　
　
　
ム
ン
〓占

は
原

す
水

う
内

年
　
年

の
乃

ゅ

ユ

こ

琴

み

４

つた田
］中

に
新

お
折

年
　
年

　
年

稀

ん
鈴

ゃ
耶

瑞

み ず き

井  咲

た

田

な

が

　

　

わ

な

な
永

い
岩

や
柳
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参加選手一覧 (学校対抗)女子

No.
ブ ロ

ッ ク

都道
府県

学 校
監   督 選   手   (マ 印はマネージャー)
(コ ーチ ) 名  前   学年   名  前   学年  名  前   学年

25

中

国

３

鳥
取
県

たご

子

なよ

米

ザ
和

０
＞

ヵ

　
　

　

´
・
所
笙

』
友

製
焼

わ
‐

ｔ
石

功

リ

ゲ

Ц

贅
杉
ぃ
０

年

　

年

め
加
ん
鈴

眩
晴
つ
花

島
原
「
，

詢
松
漱
田

ご
小

な
永

年

　

年

な
奈

ん
恋

う

　

れ

時

ゆ
祐

か
現

わ

［＝

た

ヨ

）

リ

ぇ

　
　
せ

ヵィ

ま

前

は

長

葉 山 美 衣 子 年

　

年

は や ま み 0

り ん

』具 梨

か

華

だ

一出

さ な

26

四

国

１

愛
媛
県

た

ｍ田

に
新

，
　
　
　
ヵ

ル企
エ

リ
９
た
郵

だ

。

す

局

や

ぇ
枝

一
井

ひ
久
“
針

狩
　
昨
　
マ

ら
ら

か
か

か
佳

ら
ら
ど
ど
ゎ
乃

く

　
　
　
の
　
，
　
―

　

・

で
、

く

の

と

明ヽ

き
　
　
だ

　

　

，

ず
木
ら
田
測
本

す
鈴

は
原

う
魚

年
　
年

き
生一ノ

す

、γ

ゃ
安

あ
有

ほ
帆
み
美一十

が

，ヲ

な

永

こ
子

き
季

ぉ
澪

ら
　
　
さ
　
　
み

げ
祥
　

紗

さ

　

　

ま

　

　

ま

‐

ス
味

ぬ
沼

ゃ

‐

７
　
　

す

　

　

こ

ご
五

は
蓮

よ
横

年
　

年
　
年

27

四

国

２

香
川
県

さ

坂 出  商  業
か い で し ょ うぎ ょ う

ぉ
男

コ

の

〕

　

な

奈

力
　
一　
み

三

し
　
　
か

‐

や
　
　
ろ

い

は
林

に

い

狩
　
昨
　
マ

年
　
年
　
年

り
梨

り
理

ほ
練

い
花
え
恵
〔
喘

て
陽

ビ
‐

」
・
‥

１
己

〓ヽ
田

も
本

が
」月
日
　
か

な
長

や
山

な
中

年
　
年

か
加

み
波

る
　
　
な

は
遥

な
奈

の
野

ち
地

や
山

ほ
芳

た じ ま も わ
和

か
か

な
奈

一月
め
め

か
圭

“円

ひ

卜

　
　
４

．

鳥

ゎ

　

，

日

山

が
川

ら
Ｅ

田

か
香

む
村

28

九

州

１

福

岡
県
九 州 国 際 大 学 付 属

明 神 憲

(岡 村 英 一 郎 )

年
　

年

み
美

か
華

た
　
　
　
・な

ゞ
ヽ

】奈
】鶏

」。
岡

ど
ヽ

１

　
　
わ

．ル

き
喜

か
川

年
　
年

こ
子

き
樹

か
佳

み
美

た，
田

は

原

ォ
　
　
や

な
縄

み
官

み
未

と
里

な
　
　
さ

奈

み
美

まゃ

・劇

も

一保

つ

‐

お

；

ま

松

お

大

年

　
年

　
年

淋
翼

つわ
澤

ろひ
広

き
妃
さ
紗

ら
野

ひ
平

29

九

州

２

長
崎
県

ぅ

業

ぎう

商

や

早

い
諫

ゃ
也

り
⇒

つ

　

．〕

メ

か
勝
競
一酬

ま

　

　

，

‥

や
、　
‐ｌμ

＾
ヽ

【日

日
西
“
け

年

　

年

か
香

ほ
穂

な
茶

沙

ま
梨
や

田

し

山

請

ひ
東

ょ
代

か
か

ち
　
　
や

し
智

さ
清

や籠

林

だ

田

お
　
　
ち

お
大

つ
土

年
　
年
　
年

こ
子

り
梨

な
奈

ま

　

　

い

て

桃
　
真

こ
ィ

と
　

―
仁

庭
い
本
つさ
々

秋

む
村

さ
佐

は
遥

みと
富

な
成

あ き ば も も

う  |す  だ  さ

年

　

年

30

九

州

３

宮
崎
県

ん
園

えヽ
　
―

く

学

が

ラ

す

ス

る

レ

ん

ェツ

し

いヽ

せ
聖

ん
」得

ゆう
任

と
時

狩
　
右
　
マ

き
稀

き
希

さ
紗

，　　　　　
つ

け
　

な
夏

り
理

み
瑞

ぎ
　

だ

く
　

すヽ
杉

し
田

お

奥

わ

若

よ

吉

こ
子

ぅ
優

り

・

ゆ

‐

莉

み

美

ま

●

ぶ

郎

ゃ

卜

ん

、
Ｆ

と

外

ほ

本

り
り

か
香

か
加

か

い

る

　

や

あ
れ
は
陽
あ
彩

き
木
札
百
き
ヽ

だ
田
い
一ン
ろ
ラ

ひ

肥

し

下

く

黒

年

　

年

年
　
年

　
年

31

九

州

４

佐
賀
県

さ

佐 賀   女
が   じ   ょ し

子

き
紀
］
ａ

み
美

一
将
れ
黎

だ

田

一
給

・
　
ま
　
へ
７

た
多

い
＜́

狩
　
昨
　
マ

ね
茜

か
花

き
倖

か
　
　
ず
　
　
ゆ

あ
　

す
鈴

み

ヨ

　

　

　

　

ヨ

だ

―

お

君
「
だ

―

も

　

か

，

も

と
友

た
高

と
友

こ
子
な

々

な
菜

が
賀
こ
古

な
な
お
る
わ

は

し

ユ
コ

ス
ン
，
ア

く

里
（

な
奈

み
美

か
香

ひ
寿

ま
真

た
莉

わ
波

が
賀

し
下

ま

し
志

は
芳

や
山

年

　

年

年
　
年

　
年

32

九

州

５

熊
本
県

た

玉 女名

ま な じ ょ し

子
永 松 勇 一 郎

(坂 本 真 ― )

客
　
昨
　
マ

ぃ
泉

っ
つ
か
倖

ヽ
　

　

な

ミ

や

ヽ

ォ
玲

ち
ぇ

ヽ
・彫

せ
　

　

き

１
　
　
シ

よ
瀬

ざ
宵

た
ヨ

，

　

や

口

り

‥

や
柳

み
宮

ほ
堀

み
澄

すか
香

は
橋

な
ェ甲

ず

」保

すみ
未

お

回
円

年
　
年
　
年

み
美

さ
紗

な
奈

′ヽ

　
り
Ｅ
」
も

ｒ
郁

あ
日

‥
倫

い

′
き
亜

と

′

ヽ
斐
さ
寺
け
田

し
　
　

わ

山

つ

か
甲

か
川

ま
松

年

　

年

33

開
催

地

１

山
形
県

し
西

た
形

まや

・田

大  瀧  聡
おおたき さとし

(すずき けいいち)

(鈴 木 啓 市 )

年

　

年

み
水
ぁ
彩
き
」ヽ

‐

ず

ラ

す

鈴大 沼 若 佳 2年

な

科

安

ほ
保

年衣葵塚長

年
　

年

　
年

お お ぬ ま わ かか
爽

こ
子

ぉ
桜

ゃ

　
　
ぅ

　
　
り

よ

Ｌ
十
　
　
田
十

ｉ

田

―

　

一

た
　

わ
輪

ヵ
潟

し
　
　
な
・　
　
た

よ
吉

は
花

わ
滝

達 杏 佳

あだち きょうかながつか あおい

蒼 衣  マ
あ お し

34

開
催
地

２

山
形
県

く
北

よ
城

た
形

まや
・田

ゃ
也

り

↓

し
新

い
雇

け

」

ぅ
藤

ｔ
孫

と

　

　

ひ

〓
ヽ

さ
佐
鯵
修

客
　
狩

　

マ

瀬

か
華

ぃ
怜

七

さ
清

ォ

，
　

ら
村

橋
″
藤
む

高

い
伊

な
名

年
　
年

さ
沙

せ
瀬

ず
　
　
ろ

あ
梓

ひ
広

だ
田

は
橋

か
　
　
か

お

岡

た

高年

　

年

き

［月

づし
紫

まし
自面

な
長

たかは し ななせ

年
み
純
すか
可

まや

・田

む
村

り
梨
ひ
聖
まし
島

な
長
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参加選手一覧 (個人対抗)ダブルス

oヽ
プロ

ック
湘;道

府 県

選 +
学 校 監   督 都道

府県

選 ■

学 校 監   督
名  前   学年 名  前   学年

北

北

海

道

北

海

道

えん どう だいき

遠 藤  大 輝  2年
いながき こ うた

稲 垢  康 太 2年

あ さひかわ じつ ぎ ょ う

旭   り|1  実  業
す ず き ま さ

士鈴  木  将

北

海

道

い ち は し み ゆ

市 橋  実 結
えの もと なぎほ

榎 本  凪 歩

2年

2有ヨ

あ さひかわ じつ ぎ ょ う

旭   り|1  実  業
しもうつぼ ひでお

下 苧 坪 英 雄

南

北

海

道

北

海

道

いけだ ゆ うす げ

池  田  佑 介
いとう とらのすけ

伊 藤 虎 之 介

1年

1年

札

っ ぽ ろ だ い い ち

幌   第
かわばた ともかず

川 畑  友 和

北

海

道

伊 藤  佳 織 2年
あ ん ど う り こ
安 藤  理 子 2年

と わ の も

と わ の
り さ ん あ い

森 愛

せ お ま さ よ し

妹 尾  将 義

東

北

1

福

島

県

か ね こ ま ひ ろ
金  子  真 大
くばた ゆうのすけ

久 保 田 友 之 祐

1年

1年

富 岡・ ふ た ば未 来 学 園

ほんだ ゆ うき

本 多 裕 樹

福

島

県

にだい ら なつ き

仁 平 菜 月 2年

あ づ ま  さ や
吾 蒙  咲 弥 2年

富 岡 ・ ふ た ば 未 来 学 園 大  堀   均

東

北

2

青

森

県

さいとう ゆういち
齋 藤  結 - 2年
よしだ しょうえい

吉 田  昇 永 1年

あ お も り や ま だ

青 森 山 田

とまつ り じゅん

戸  祭   潤

青

森

県

そ ね  な つ き
曽 根  夏 姫 2年
に む ら ひ と み
二 村 ひ と み 2年

あ お も り や ま だ

青  森  山  田
ふ し た ま さ と

藤  田  真 人

関

東

１

埼

玉

県

おかむ ら ひ ろき

岡 村  洋 輝
わたなべ こ うき

渡 諄  航 音

2年

2`年

さ い た ま さ か え

埼    玉    栄 大 屋  貴 司

埼

玉

県

かわ しま みなみ

川 島  美 南 2年
うぇす ぎ なつみ

上 杉  夏 美 2年

さ い た ま さ か え

埼    玉    栄
た き うち りょ う

滝  内   亮

関

東

２

栃

木

県

て ら だ し ん や

寺  田  真 也  2年
む ら い し ょ う

村  井   翔 2年

さ く し ん が く い ん

作 新 学 院

むらかみ こういち

村 上  幸 一

東

京

都

舟

や

山

な ′ま し か |ま

橋  佳  歩 2年
ま ぐ ち も え

前  1年

に は ん う え る ね す

日 本 ウ ェ ル ネ ス

こ ま だ な お や

駒  田  直 也

北

信

越

１

福

井

県

はせがわ たかひと

長 谷 川 貴 士

すず き としひ ろ

鈴 木  利 拓

2年

2年

勝

や

山

まきの ともゆき

牧 野  智 幸

石

川

県

おおい え なつ き

大 家  夏 稀 2年
こ う ぞ  も え
緒      萌 2年

か な ざ わ こ う よ う

金 沢 向 陽

くるま ひろあき

車   浩  明

北

信

越

２

石

川

県

つ ちひ ら は じめ

土  平   孟 2年
ど うもと ゆきや

ゼ旨  ラ本:   拳自  イ■.  21ヨ

かなざわがくいんひがし

金 沢 学 院 東

!:t* t,foa
横  山  康 博

新

潟

県

た ち み さ き
舘  美 佐 紀
とちもと ゆきの

栃 本 ゆ き 乃

2年

21三

新

が た せ い り ょ う

潟   青   陵
よ し だ あ と む

吉 田 亜 上 夢

東

海

１

愛

知

県

な りた けいす け

成  田  圭 佑
こに し ま さひろ

小 西  真 弘

2年

2年

愛 知 工 業 大 学 名 電

ひづめ あきの り

日 詰  彰 則

二

重

県

せ き や  ゆ め
関 矢  夕 芽 2年
な り た あ み
成  田  亜 美 2年

暁 松 井  千 夏

10

東

海

２

二

重

県

ささぶち やすたか

笹 渕  康 孝
で ぐ ち け い ご

出 口 啓 悟

2年

1年

こ  う が っ か ん
皇    學    館

まきの たかゆき

槙 野  貴 行

岐

阜

県

き た せ は る か

北 瀬  晴 果
もとだに かすみ

本 谷 か す み

2年

2年

た か や ま に し
高   山   西

わきた のぶひろ

脇 田  修 宏

11

近

畿

１

滋

賀

県

ふじわら けいすけ

藤 原  圭 祐
みやけ しょっべい

=字  将 平

2年

1年

ひ え い ざ ん

比    叡    山
なかお しゅういち

仲 尾  修  一

兵

庫

県

い しがみ かなこ

石 上 加 奈 子

よこや ま え りか

横 山 恵 里 香

2年

2年

そ の だ が く え ん

園 田 学 園

てらまち あきひろ

寺 町  彰 浩

12

近

畿

２

大

阪

府

たかお なおゆき

高 尾 直 佑 樹

た が は し け |ヽ

高  橋   磨

2年

2年

東 大 阪 大 学 柏 原 明 石  浩 和

京

都

府

い わ さ き ふ ゆ

岩 崎  楓  由
なか じま あかね

中 島  朱 音

2年

2年

き ょ うとがいだいに し

京 都 外 大 西 加

う あ つ し
納   敦

13

中

国

１

岡

山

県

やました きょうへい

山 下  恭  平
いの うえ けんた

井 上  健 太

2年

2年

みず しまこうぎょう

水 島 工 業

まつかわ だいき

松 り|1 大 記

岡

山

県

あ お や ま り こ

青 山  栞 子 2年
か や ま み は
香  山  未 帆 2年

き

敷

ゅうお う

中  央倉

おざき かつひさ

尾 崎 勝 久

14

中

国

２

山

口

県

すみがわ たか し

澄 り|1 考 志
ふ じかわ あゆむ

藤 り|1 歩 武

1年

1年

や な い し ょ う

柳  井  商 工

たなか ひてゆき

田 中  秀 幸

山

口

県

な が た み ず き

水 田  瑞 稀 2年

新  田  琴  乃 2年

や な い し ょ う
柳  井  商 工

たけみつ ただ し

竹 光  唯 至

15

四

国

１

受

暖

県

つ あ き と も や
津 秋  智 哉
なかがわ しょうま

中 川  正 麻

2年

2年

新 田

とくなが ただし

徳  永  督

香

川

県

渋

田

ぶ や い ず み

谷  泉 美 2年
な か ち ひ ろ

中 ち ひ ろ 2年

たかまつしょうぎよう

高 松 商 業

な べ い あ や か

鍋  井  彩 果

16

四

国

２

香

川

県

ふ し み ゆ う ま

伏  見  勇 真
おかだ りゅうせい

岡 田  竜 征

2年

2年

か が わ ち ゅ うお う

香  り|1  中  央
にのみや かずたか

二 官  和 敬

愛

媛

県

は す ぬ ま さ き

蓮 沼  紗 季
は ら だ の ど か

原 田 の ど か

2年

1年

新 田

ひ さ え だ ゆ い

久 枝  ゆ い

17

九

州

１

熊

本

県

ひ らかわ とお る

平  り|1  透 2年
や まもと た くま

山 元 拓 摩 2年

や つ し ろ ひ が し

人    代    東
ごんどう こうじ

権 藤  浩 二

福

岡

県

松

な

縄

つ や ま な

山  奈
み

未 2年

子 2年佳

九 州 国 際 大 学 付 属

みようじん けんいち

明 神  憲 一

18

九

州

２

沖

縄

県

しんざと ともかず
新 里 智 司 2年

た ば  せ い ご
田 場 盛 吾 2年

南 原風

あかみね やす し

赤  嶺   靖

佐

賀

県

し  わ  ひ  な
志 波  寿 奈
こ が  な な こ
古 賀 菜 々 子

2年

2年

さ

佐 子賀 女

た  だ  み  き
多  田  美 紀

19

開

催

地

１

山

形

県

し ぶ や こ う き

澁 谷  光 希  2年
や ま もと ゆ うき

山 本 祐 貴 2年

つ る お か

鶴   岡 工

ぎ

業

お の か す ゆ き

小 野  和 之

山

形

県

む らやま かすみ

村  山  可 純
お か だ あ ず さ

岡 田  梓 沙

2年

2年

やまがた じょうにく

山 形 城 北

さ と う し ん や
佐 藤  新 也

20

開

催

地

２

山

形

県

おお しま ちさと

大 島  千 聖 2年
す ず き ゆ う
鈴  木   遊  2年

や ま も と が く え ん

山 本 学 園

い しざわ ぇい じ

石 沢  英  司

山

形

県

よ し だ さ や か

吉  田   爽
はなわ しょ うこ

花 輸  祥 子

2年

1年

や ま が た に し

山    形    西
おおた き さとし

大  瀧   聡
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参加選手一覧(個人対抗)シングルス

No.
ブロ

ック
都道

府県

手
校学 監   督 都道

府 県

+選
校学 監   督

名  前   学年 名  前   学年
北

北

海

道

北

海

道 遠 藤  真 彦 2年
ぇんどう まさひこ ぅ

業
っ
実

わひあ

旭

し

士

ま

将

き

木

ずす
鈴

北

海

道 年

さ

種

ち

千

と

友

おお

大 谷大広

お

帯
浸
彰
れ
俊

訪
澤
あ
相

南

北

海

道

北

海

道 年

ゃ

矢
せ

聖

た

滝
おお
大

れ
園
氷
学
ス
谷
ゅ
龍
お
幌
』
札

“
史
け
健

』
大

北

海

道 2年

り

織伊 藤  佳
ぃ
愛

ん

一二

さ

森

も

の

σ
わ

わ Ｌ
義

さ

将尾

おせ

妹

東

北

１

福

島

県 年

き

貴

おな

直

ざ

澤

や

・田 富 岡 ・ ふ た ば 未 来 学 園

ほ ん だ ゆ う き

本  多  裕 樹

福

島

県
年

き

［月

つな
菜

い
平
だに
仁 富 岡 ・ ふ た ば 未 来 学 園

し

均

ひり

堀

おお

大

東

北

２

官

城

県 年
る
洸
ひし
山序

ねみ
嶺

せいうるすらがくいんえいち

聖 ウル ス ラ 学 院 英 智

り

志

や

‐ロ

たは

畑

青

森

県 年
か
か

す

ヽ

ら

あ

ふ

藤

だ

田
一

や

山

も
森

おあ

圭
目

と

人

ま

真

た

田
¨

ふ

藤

関

東

１

埼

玉

県 年

き

上員

こ
航

な

違

わ

渡

ぇ

栄

ま

玉

さ

埼

し

司

た

二員

ゃ

屋

おお

大

埼

玉

県
年

み
南

み

美

し

島

ぇ

栄

ま

玉

さ

埼

ぅ

一元

ち

・肉

た

滝

関

東

２

千

葉

県 年

り

李

と

桃

ぎ

澤

あ

相

ば

葉
ヽ
千

だ

ム
ロ

ぶ

武

せ

西

し

聡

だ

田
一

い

稲

栃

木

県 海 老 原 詩 織 2年
ん
院

く
学

んし
新

さ

作

えん ど う あつ し

遠 藤  敦 史

北

信

越

１

石

川

県
年

め

孟

ら

平

ひつ
土

し

東

ひ
　
〓́

ん

だ
』И

く

学

わ

「ヽ

か

金

ろ

一，

ひ

！
‐

す

毎
ヽ

や

．活

や

＝μ

よ
横

石

川

県

おおい ぇ なつ き

大 家  夏 稀 2年
ぅ

陽

ぅ

向

わざ

沢

か

金

き

明

ひ

浩

く

車

北

信

越

２

福

井

県 年

ろ

拓

ひし

利

き

木

ずす

鈴

ま

‐出

やか

勝

き

幸

も

智
の

野

ま

牧

長

野

県 上 杉  優 里 1年
う え す ぎ ゆ り ん

園

が

学
ょ
商

ｉ

松

お

治

す

・●

う

上

東

海

１

愛

知

県 村 瀬 康 之 介 1年

むらせ こうのすけ

名 古 屋 経 済 大 学 市 部
ご
膳
』
翔
膵
垣
い
稲

二

重

県 暁

ま つ い ち な つ

松 井  千 夏

10

東

海

２

二

重

県 年
ぃ
魁

こ
西

おお

大

ん

館學
こ
皇 槙 野 貴 行

愛

知

県 年

な

那

な

菜

だし

一田

よ
士
ロ

―
西

せ
よ
城

き
崎

お
団四

じ

司

て

自
（

みご

込

し

下

11

近

畿

１

滋

賀

県 年
刊
祐
か
圭
“
原
ふ
藤

ん
　
‐――
［

い

叡

ひ

比

ち
　
一

¨
修

お
尾

な
仲

京

都

府
年

ね

立
日

あ
朱

じ

Ｌ
“

な

‐甲

き ょ うとがいだい に し

京 都 外 大 西

かの う あつ し
加  納  敦

12

近

畿

２

兵

庫

県 友 金 利 玖 斗 1年

と もか ね りく と ぅ

業

ぎ

工

こ
野
のら
村

むべ

一戸

こ

神

と もか ね ゆ きお

友 金  幸 雄

兵

庫

県 2年

ゃ

耶沙野

き

一思

ん

］国

く

学

だ

一出

そ

園

ろ

浩

ひ
　
―

睫
彰

』
町
て
寺

13

中

国

１

岡

山

県
年

い
　
，
Ｔ

へ
　
．、
．

］́
恭

」
下
電
山

ぅ

業

う

工

ま

自
¨

ずみ

水

き

記

だ

大

わつま
松

岡

山

県 年

ほ

帆

み

未

や

．四

か

香

ぅ

央

おゆ
中

き

敷

く

倉

き

久

ひつ
勝

き
崎

お
尾

14

中

国

２

鳥

取

県 北  島  圭 2年
―

愛

―

敬

と

取

と

鳥

ぇ

江

き

希

ゆ

由
【野

山

口

県 1年

わなが りん

水  鈴
い

山
石

ぅ

工

ぅ

商
ヽ
井

や

柳

し

至

だた

唯

つみ

光

た

竹

15

四

国

１

愛

媛

県 年

ま

麻

』

正

な

‐甲

た

田
¨

に

新
し

督

だが

水ヽ

と
徳

愛

媛

県 澪 1年
こ や ま み お

山

よ

横

た

田
¨

に

新

it'ヽ さ ぇ だ ゆ い

久 枝  ゆ い

16

四

国

２

香

川

県
年

こ
彦
ひる

晴

う

藤

さ

佐

―

明

え

英

と

仁

ひ

７
‐

き

峰̈

ぁ

賀

び

卜
″

お

小

香

川

県 2年

か

加遥

の

野

や

山

ぅ

業

う

商
で

出

さ

坂

は や し か ず お

林   一  男

17

九

州

１

長

崎 年

た

多

』

翔

は

原

は

浦

け

議
現

き

昭

た

貴

やは
林

福

岡

県 2年

み

未奈

や

・四

つま
松 九州 国 際 大 学付 属

みようじん |すんいち

明 神  憲

18

九

州

２

熊

本

県 1年
し
士

ゆ
湧

ヵ

中

た

田
一

し
東

ひろ

代
つや

人

じ

〓

こ

浩
ど
藤

ご
権

佐

賀

県 年
こ

子

な

々

な

菜

が

賀
こ
古

し

子賀   女
さ

佐
き

紀

み

美

だ

ｍ口

た

々
タ

19

開

催

地

１

山

形

県 後 藤 駿 斗 2年

ご と う は や と ぅ

業

う

工岡 之

ず

禾
野

お

小

山

形

県 年

か

爽

やだ

田
一

よ

士
口

し
西形

や

山

し

聡

き

瀧

おお

大

20

開

催

地

２

山

形

県

き

希

こ

光

ゃ

谷

ぶし
澁 2年

ぅ

業

う

工

ヵ

岡

おつ
鶴 之

ず

和野

山

形

県 1年

こ

子

わ

輪花 祥

し

西形

や

‐山

し
聡

き
瀧

おお
大
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回数、年度、開催地 種 目 優 月券 準 優 勝 第 3位

第 1回

1972年 度

(昭和47年度 )

栃木県真岡市

真岡女子高等学校

1973年

(昭和48年 )

3月 日～ 3月 日

男子複

辰己 秀雄
杉本 重幸

(奈良市立―条・奈良)

西村 正美

梶川 博之

(富山商業・富山 )

佐野 典昭
奥野  正

(伊勢工業・三重 )

女子複

平井 佐代子

詫間 洋子

(高瀬・香川 )

山田 美根子

野中 ミチ子

(長崎商業・長崎 )

平野 美千代

瀬野 清美
(安孫子三階堂・千葉 )

男子単
西村 正美
(富山商業・富山 )

梶川 博之

(富山商業・富山 )

辰己 秀雄
(奈良市立―条・奈良)

女子単
渡辺 多喜子

(平商業・福島 )

石田 尚子

(真岡女子・栃木 )

日向野 藤江

(真岡女子・栃木 )

第 2回

1973年 度

(昭和48年度 )

東京都豊島区

巣鴨女子高等学校

1974年

(昭和49年 )

3月 23日 ～ 3月 24日

男子複

塚本 良一

竹中 伸行

(奈良市立―条・奈良)

伊東 勝之

佐々木 靖雄

(日 大鶴ヶ丘・東京 )

黒沢 一夫

毛利 智成

(滑川・富山 )

米山 孝二

柴田 正明

(日 本大学山形・山形 )

女子複

関根 和子

大塚 ソノエ

(新潟青陵・新潟 )

植野 恵美子

秋本 美津子

(四條畷学園・大阪)

原田 美智子
日原 禎子

(山陽女子・岡山 )

徳久 真理子

野口 泰枝
(巣鴨女子・東京 )

男子単
米山 孝二

(日 本大学山形・山形 )

菅 敏明

(項浦・長崎 )

塚本 良―

(奈良市立―条・奈良)

黒沢 ―夫

(滑川・富山 )

女子単
関根 和子

(新潟青陵・新潟 )

原田 美智子

(山陽女子・岡山 )

沢内 真由美

(新庄南・山形 )

門脇 ルリ子

(新庄南・山形 )

第 3回

1974年 度

(昭和49年度 )

東京都世田谷区駒沢

オリンピック公園体育館

1975年

(昭和50年 )

3月 21日 ～ 3月 22日

男子団体 奈 良 熊本 石 川 岡 山

女子団体 大 阪 香川 新潟 栃木

男子複

峰  寛文
上原  明
(高松商業・香川)

水内  浩

西川 慎―

(金沢市立工業・石川 )

吉岡 伸治

春井 善雄

(正強・奈良 )

小山 敏男

井崎 典彦

(宇治山田・二重 )

女子複

植野 恵美子

石川 好子

(四條畷学園・大阪 )

水品 真由美

中沢  淳

(新潟青陵・新潟 )

水野 昌子

佐藤 弘子

(巣鴨女子・東京 )

元美

知花

重

谷口

野崎

(宇治山田 )

男子単
冨田 章夫
(正強・奈良)

牧野  裕
(金沢市立工業・石川)

多田 一美
(石岡第一・茨城 )

平田 重男
(倉敷工業・岡山)

女子単
北村 寿弥子

(四條畷学園・大阪 )

徳久 順子
(巣鴨女子・東京)

山沢 圭子

(真岡女子・栃木 )

槙野 いく子
(松阪・二重 )

第 4回

1975年 度

(昭和50年度 )

群馬県桐生市

桐生市民体育館

1976年

(昭和51年 )

3月 26日 ～ 3月 27日

男子団体 香川 熊本 石 川 二 重

女子団体 大 阪 高知 青森 静岡

男子複

小浜 充弘

諸多 博之

(奈良市立―条・奈良)

上原  明

平野 勝彦

(高松商業・香川 )

山本  浩

早川 広志

(境港工業・鳥取 )

森田  均

坂本 昌嗣

(金沢市立工業・石川 )

女子複

青木 恵子

藤井 良子

(新潟青陵・新潟 )

山本 久美
松村 佐智
(土佐女子・高知)

河村 茂美

平久 美子

(四條畷学園 ,大阪 )

小子内 美智子
山下 奈々子
(千葉学園・青森 )

男子単
宍戸 隆夫

(塩釜・宮城 )

宮宇地 宏
(高松商業・香川)

上村 秀章
(九州学院・熊本)

西川 明夫

(七尾工業・石川 )

女子単
石川 好子

(四條畷学園・大阪 )

森下 真紀
(山陽女子・岡山)

高野 和代
(新潟青陵・新潟 )

真喜志 俊子

(熊本信愛女学院・熊本)
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第 5回

1976年 度

(昭和51年度 )

福島県郡山市

郡山市総合体育館

1977年

(昭和52年 )

3月 20日 ～ 3月 21日

男子団体 熊本 滋賀 青森 香 川

女子団体 大 阪 青森 富 山 高知

男子複

野呂 裕紀
松月  昭
(伊勢・二重 )

丹藤 勇一
楠美 誠悦
(東奥義塾・青森 )

西山 博司
矢部 忠司
(比叡山・滋賀 )

喜良 明文
川原 美信
(柳井工業・山口)

女子複

河村 茂美
末兼 真弓

(四條畷学園・大阪 )

野中 弘美
高松 久仁子

(熊本中央女子・熊本 )

葛西 明子
山下 奈々子
(千葉学園 。青森 )

梶田 百枝
田辺 淑子
(山陽女子・岡山 )

男子単
上村 秀章
(九州学院・熊本 )

保科 正浩
(比叡山・滋賀 )

清水 弘幸
(金沢市立工業・石川 )

中西  功
(高松第一・香川 )

女子単
平 久美子

(四條畷学園・大阪 )

高峯 彰子
(熊本中央女子・熊本 )

児玉 和美
(千葉学園 。青森 )

上林 雅子
(岩見沢東・北海道 )

第 6回

1977年 度

(昭和52年 度 )

奈良県奈良市

奈良市中央体育館

1978年

(昭和53年 )

3月 26日 ～ 3月 27日

男子団体 滋賀 奈 良 栃木 熊本

女子団体 大 阪 熊本 高知 栃木

男子複

須貝 英徳
五十嵐 正弘

(日 本大学山形・山形 )

保科 正浩
横田 悟司
(比叡山・滋賀 )

吉村 輝高
虎枝 寛哲

(奈良市立一条・奈良)

小野口 正
坂本 幸夫
(今市・栃木 )

女子複

北田 スミ子
合川 裕子

(四條畷学園・大阪 )

横田 悦代
佐藤 幸代

(奈良市立一条・奈良)

田村 圭香
寺田 文史
(土佐女子・高知 )

上野 加代子
高田 康子
(真岡女子・栃木 )

男子単
権藤 浩二
(九州学院・熊本)

高崎 裕一
(高岡第一・富山)

貴田 昌史
(正強・奈良)

安福  正
(四 日市・二重 )

女子単
原口 恵子

(四條畷学園・大阪 )

大庭 かおる
(釧路商業、定・北海道)

相良 裕美
(八代・熊本)

清藤  和
(土佐女子・高知)

第 7回

1978年 度

(昭和53年 度 )

東京都世田谷区駒沢

オリンピック公園体育館

1979年

(昭和54年 )

3月 23日 ～ 3月 24日

男子団体 熊本 茨城 奈 良 香川

女子団体 大 阪 埼 玉 熊本 高知

男子複

権藤 浩二
村上 英介
(九州学院・熊本 )

岡野 佳浩
小西  太
(高松商業・香川 )

貴田 昌史
古賀 勝志
(正強・奈良 )

中鉢 義邦
松田 勝俊

(日 本大学山形・山形 )

女子複

北田 スミ子
冨田 美千代
(四條畷学園・大阪 )

川添 安代
高峯 和子

(熊本中央女子・熊本 )

小路

宮崎

(金城

和代

洋子

石川 )

服部 久美子
葛西 智子
(越ケ谷・埼玉 )

男子単
井上 哲章

(熊本商科大学付・熊本)

山崎 夏樹
(日本大学鶴ヶ丘・東京)

下本寸  和永

(足羽・福井 )

松本 誠司
(高松商業・香川 )

女子単
植田 日出子
(四條畷学園・大阪 )

只野 晴美
(札幌静修・北海道)

久保中 浩子
(八代自百合・熊本)

村松 早苗
(金沢向陽・石川)

1第 8回

H979年度

|(昭 和54年度 )

1栃木県真岡市

1真岡市総合体育館

1980年

(昭和55年 )

3月 24日 ～ 3月 25日

男子団体
今市

(栃木 )

横浜立野

(神奈川 )

九州学院

(熊本)

高知商業

(高知 )

女子団体
熊本中央女子

(熊本 )

高松中央

(香川 )

新潟青陵

(新潟 )

千葉学園

(青森 )

男子複

大島 正志
大堀  円
(今市・栃木 )

山本 裕幸
馬杉 武司
(比叡山・滋賀 )

鈴木 洋史
阿部 浩志

(山形市立商業・山形 )

青木 隆久
西江  均

(東岡山工業・岡山 )

女子複

高峯 和子
井村 由美

(熊本中央女子・熊本 )

野上 満子
山内 美子
(新潟青陵・新潟 )

松田 全代
新木 千織

(四條畷学園・大阪 )

荒川 圭子
平間 真由美
(小山城南・栃木 )

男子単
大島

(今市

正志

栃木 )

山本 裕幸
(比叡山・滋賀)

井上 哲章
(熊本商科大学付・熊本)

井上 哲也
(足羽・福井 )

女子単
野上 満子
(新潟青陵・新潟 )

陣内 貴美子
(熊本中央女子・熊本 )

平間 真由美
(小山城南・栃木)

高島 満里子
(高松西・香川 )
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第 9回

1980年 度

(昭和55年度 )

滋賀県大津市

皇子が山公園体育館

1981年

(昭和56年 )

3月 28日 ～ 3月 29日

男子団体
比叡山

(滋賀 )

金沢市立工業

(石川 )

伊勢工業

(二重 )

奈良市立―条

(奈良)

女子団体
高岡女子

(富山 )

四條畷学園

(大阪 )

熊本中央女子

(熊本 )

小山城南

(栃木 )

男子複

松野

宮

(日 川

修二

健次

山梨 )

片岡  泰
辻田 泰昌
(比叡山・滋賀 )

佐々木 朝幸
葛西 孝輝
(東奥義塾 。青森 )

前田 忠則
斎藤  郁
(足羽・福井 )

女子複

山内美子

石橋 咲知子
(新潟青陵・新潟)

新木 千織
松田 太嘉子
(四條畷学園 。大阪 )

井村 由美
高峯 尚子

(熊本中央女子・熊本 )

平間 真由美
猪瀬 美津枝
(小山城南・栃木)

男子単
松野 修二
(日 川・山梨 )

松浦 進二
(草津・滋賀 )

村松 博
(金沢市立工業・石川 )

伊東 幸男
(九州学院・熊本 )

女子単
平間 真由美
(小山城南・栃木 )

山内 佳子
(高松中央・香川 )

竹原 桂子
(山陽女子・岡山 )

小池 かおり
(千葉学園・青森 )

第10回

1981年 度

(昭和56年度 )

群馬県桐生市

桐生市民体育館

1982年

(昭和57年 )

3月 27日 ～ 3月 28日

男子団体
比叡山

(滋賀 )

奈良市立一条

(奈良)

桐生市立商業

(群馬 )

九州学院

(熊本 )

女子団体
熊本中央女子

(熊本 )

四條畷学園

(大阪 )

滋賀女子

(滋賀 )

高松中央

(香川 )

男子複

辻田 泰昌
杉本 吉男
(比叡山・滋賀 )

斎藤  郁
海道 佳伸
(足羽・福井 )

江原  均
横尾 宣幸
(石岡第一・茨城 )

片桐 哲也
藤咲 勇一

(桐生市立商業・群馬)

女子複

高峯 尚子
青木 きよみ

(熊本中央女子・熊本 )

松田 太嘉子
押切 美喜

(四條畷学園・大阪 )

相馬 由美子
野村 裕子
(弘前聖愛・青森 )

大石 千秋
松本 洋子
(長沼・北海道 )

男子単
柳谷 辰哉
(弘前南・青森)

西川  勉
(比叡山・滋賀)

植野 真澄
(高松西・香川)

山尾 克則
(金沢市立工業・石川 )

女子単
森山 弘美

(熊本信愛女学院・熊本)

伏喜 由美子
(高岡女子・富山)

永井 明美
(高松中央・香川 )

中島 真美
(新島学園・群馬)

第11回

1982年 度

(昭和57年度 )

島根県松江市

松江市総合体育館

1983年

(昭和58年 )

3月 26日 ～ 3月 27日

男子団体
比叡山

(滋賀 )

奈良市立―条

(奈良 )

九州学院

(熊本 )

金沢市立工業

(石川 )

女子団体
熊本信愛女学院

(熊本 )

千葉学園

(青森 )

四條畷学園

(大阪 )

上尾

(埼玉 )

男子複

川本 英明
林  謙一
(九州学院・熊本 )

加藤 安史
長谷川 典靖

(日 本大学山形・山形 )

沖  貞雄
高橋 和也
(柳井工業・山口)

宮  康二
千葉  明
(日川・山梨)

女子複

鴻原 春美
新木 貴子

(四條畷学園・大阪 )

原田 真理恵
本田 みどり
(新潟青陵 。新潟 )

北本 久美子
袴田 かなみ
(千葉学園・青森 )

青木きよみ

田代 裕子
(熊本中央女子・熊本 )

男子単
見市 昌弘

(奈良市立―条・奈良)

宮

(日 川

康二

山梨 )

嶋田 隆志
(金沢市立工業・石川 )

川本 英明
(九州学院・熊本 )

女子単
上村 美香

(熊本信愛女学院・熊本)

北本 久美子
(千葉学園・青森)

岡田 由美
(金城・石川 )

鴻原 春美
(四條畷学園・大阪 )

第12回

1983年 度

(昭和58年度 )

栃木県足利市

足利市民体育館

1984年

(昭和59年 )

3月 24日 ～ 3月 26日

男子団体
比叡山

(滋賀 )

小松原

(埼玉 )

東奥義塾

(青森 )

九州学院

(熊本 )

女子団体
熊本信愛女学院

(熊本 )

上尾

(埼玉 )

千葉学園

(青森 )

四條畷学園

(大阪 )

男子複

鶴田 直行
林  謙一
(九州学院・熊本 )

松本 仁志
江藤 裕樹
(比叡山・滋賀 )

角谷 ,享―

寺崎  明
(札幌第一・北海道 )

福田 和浩
石橋  隆
(小松原・埼玉 )

女子複

清水 尚美
田島 志乃

(熊本中央女子・熊本 )

新木 貴子
今村  薫

(四條畷学園・大阪)

川端 加世
岡田 真澄
(金沢二水・石川 )

徳光 由美子
谷地 春子
(千葉学園・青森 )

男子単
江藤 裕樹
(比叡山・滋賀 )

佐藤 輝行
(足羽・福井 )

角谷 淳一
(札幌第一・北海道 )

越後 久夫
(作新学院・栃木 )

女子単
新木 貴子

(四條畷学園・大阪 )

今野 裕子
(上尾・埼玉 )

徳光 由美子
(千葉学園・青森)

堀  正枝
(金沢二水・石川 )

-43-



多 全国高等学校選抜バ ドミントン大会多

堂_土_Ω_立ヒ止
回数、年度、開催地 種 目 優 月券 準 優 勝 第 3位

第13回

1984年 度

(昭和59年 度)

石川県金沢市

石川県体育館

1985年

(昭和60年 )

3月 29日 ～ 3月 31日

男子団体
小松原

(埼玉 )

金沢市立工業

(石川 )

比叡山

(滋賀 )

柳井工業

(山 口)

女子団体
熊本中央女子

(熊本 )

新潟青陵

(新潟 )

小山城南

(栃木 )

千葉学園

(青森 )

男子複

中川  守
西島 弘幸

(金沢市立工業・石川 )

気谷 篤人
山本 明彦

(金沢市立工業・石川 )

生井沢 勝美
立本 敬人
(上尾・埼玉 )

岡田 政朗
稲田 滋訓
(東海・愛知 )

女子複

田島 志乃
田代 美智代

(熊本中央女子・熊本 )

西田 美智子
横手 智恵美
(千葉学園・青森 )

関富子

古宇田 ノヽ重子
(小山城南・栃木 )

佐々木 道子
六郷 由香
(愛知淑徳・愛知 )

男子単
生井沢 勝美
(上尾・埼玉 )

佐藤 輝行
(足羽・福井 )

住吉 勇人
(伊東商業・静岡 )

濱北 和彦
(熊本商科大付・熊本 )

女子単
田島 志乃

(熊本中央女子・熊本 )

西田 美和子
(千葉学園・青森 )

一木 千代乃
(金城・石川 )

佐々木 道子
(愛知淑徳・愛知 )

第14回

1985年 度

(昭和60年 度)

沖縄県那覇市

奥武山体育館

1986年

(昭和61年 )

3月 26日 ～ 3月 28日

男子団体
上尾

(埼玉 )

比叡山

(滋賀 )

金沢市立工業

(石川 )

熊本商科大付

(熊本 )

女子団体
八幡大学附属

(福岡 )

上尾

(埼玉 )

熊本信愛女学院

(熊本 )

常総学院

(茨城 )

男子複

中川 敏治
町田 文彦
(上尾・埼玉 )

藤島 誠孝
石田  満

(金沢市立工業・石川 )

大谷 誠二
岸尾 浩行

(奈良市立一条・奈良)

小本 義久
中村 伸哉
(九州学院・熊本 )

女子複

松尾 知美
毛利 千秋

(熊本信愛女学院・熊本)

松本 啓子
小松崎 美恵
(常総学院・茨城 )

大村 和代
長井 麻紀
(夙川学院・兵庫 )

平間 由紀
乳井 智秋
(千葉学園・青森 )

男子単
町田 文彦
(上尾・埼玉 )

山口 哲浩
(比叡山・滋賀 )

諏訪 隆博
(勝山・福井 )

小本 義久
(九州学院・熊本 )

女子単
捧  匡子
(新潟青陵・新潟 )

利川 貴子
(四條畷学園・大阪 )

秋元 美佐緒
(上尾・埼玉 )

田村 富士美
(八幡大学附属・福岡)

第15回

1986年 度

(昭和61年度 )

北海道帯広市

帯広市総合体育館

帯広の森体育館

1987年

(昭和62)

3月 26日 ～ 3月 28日

男子団体
比叡山

(滋賀 )

熊本商科大付

(熊本 )

日川

(山梨 )

上尾

(埼玉 )

女子団体
四條畷学園

(大阪 )

熊本中央女子

(熊本 )

小山城南

(栃木 )

高岡女子

(富山 )

男子複

石井  隆
関根 英勝
(越谷南・埼玉 )

斎藤 佳晴
佐賀 史昭
(作新学院・栃木 )

本山 秀昭
安本 恭宏

(熊本商科大付・熊本 )

鈴木 草麻生
中橋 一晃
(比叡山・滋賀 )

女子複

中原 敬子
甲斐 美和

(熊本中央女子・熊本 )

利川 貴子
岩田 良子

(四條畷学園・大阪 )

鬼沢 絹代
塚沢 昌子
(常総学院・茨城 )

捧  匡子
高橋 朱美
(新潟青陵・新潟 )

男子単
鈴木 草麻生
(比叡山・滋賀 )

本山 秀昭
(熊本商科大付・熊本 )

渡辺 清―
(花北商業・岩手 )

佐賀 史昭
(作新学院・栃木 )

女子単
乳井 智秋
(千葉学園・青森 )

捧  匡子
(新潟青陵・新潟 )

利川 貴子
(四條畷学園・大阪 )

磯崎 京美
(昭和女子・大分 )

第16回

1987年 度

(昭和62年度 )

兵庫県宝塚市

宝塚市立スポーツ

センター体育館

1988年

(昭和63年 )

3月 24日 ～ 3月 27日

男子団体
上尾

(埼玉 )

金沢市立工業

(石川 )

札幌第一

((南 )北海道 )

常総学院

(茨城 )

女子団体
熊本中央女子

(熊本 )

四條畷学園

(大阪 )

常総学院

(茨城 )

千葉学園

(青森 )

男子複

大谷

内村

(上尾

知昌

岡1

埼玉 )

藤本 謙治
村井 秀樹

(札幌第一・ (南 )北海道)

平井  肇
福知 俊治
(比叡山・滋賀 )

高村 誠也
境  恵司

(熊本商科大付・熊本 )

女子複

中原 敬子
甲斐 美和

(熊本中央女子・熊本 )

新木 美志子
岩田 良子

(四條畷学園・大阪 )

吉田 悦子
小泉 友紀
(園田学園・兵庫 )

物井 あゆみ
沼口 慶子
(常総学院・茨城 )

男子単
須賀 隆弘
(上尾・埼玉 )

桜井 敬大
(滝川工業・ (北 )北海道)

工藤 忠和
(札幌第一・ (南 )北海道)

塩谷 真樹
(金沢市立工業・石川)

女子単
宮村愛子

(熊本中央女子・熊本 )

水井 妃佐子
(四條畷学園・大阪 )

仲山 美奈
(小山城南・栃木 )

赤尾  香
(昭和女子・大分 )
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第17回

1988年 度

(昭和63年 度)

栃木県宇都宮市

栃木県体育館

1989年

(平成元年 )

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
熊本商科大付

(熊本 )

札幌第一

((南 )北海道 )

比叡山

(滋賀 )

常総学院

(茨城 )

女子団体
熊本中央女子

(熊本 )

四條畷学園

(大阪 )

埼玉栄

(埼玉 )

佐賀女子

(佐賀 )

男子複

片山 卓哉
久保田 雄三
(越谷南・埼玉 )

佐藤 嘉伸
郷路 一郎

(札幌第一・(南 )北海道)

田上 厚志
本田 和裕

(熊本商科大付・熊本 )

藤島 浩司
紺谷 幸一

(金沢市立工業・石川 )

女子複

宮村 愛子
松田 治子

(熊本中央女子・熊本 )

坂田 美佐
水井 妃佐子
(四條畷学園・大阪 )

阿由葉 純代
加藤 美香
(前橋東・群馬 )

蝦名 美輪
溝江 圭美
(千葉学園・青森 )

男子単
磯部 和弘
(常総学院・茨城 )

霜上 和宏
(熊本商科大付・熊本 )

金城  勉
(糸満 。沖縄 )

小河原 崇
(比叡山・滋賀 )

女子単
宮村 愛子

(熊本中央女子・熊本 )

水井 妃佐子
(四條畷学園・大阪 )

小泉 友紀
(園田学園・兵庫 )

和田 幸子
(小山城南・栃木 )

第 18回

1989年 度

(平成元年度 )

東京都葛飾区

総合スポーツセンター

1990年

(平成 2年 )

3月 26日 ～ 3月 29日

男子団体
熊本商科大付

(熊本 )

常総学院

(茨城 )

比叡山

(滋賀 )

千葉敬愛

(千葉 )

女子団体
熊本信愛女学院

(熊本 )

埼玉栄

(埼玉 )

常総学院

(茨城 )

佐賀女子

(佐賀 )

男子複

大多 晴久
石本 明男

(金沢市立工業・石川 )

蓑  浩之
山形  誠
(関東第一・東京 )

林  貴昭
町田 征央
(墳浦・長崎 )

本田 和裕
岡部 英朗

(熊本商科大付・熊本 )

女子複

渡邊 真由美
阪本 雅子

(熊本信愛女学院・熊本)

篠原 久子
寺尾 美紀
(佐賀女子・佐賀 )

小吹 夏子
堤 員由美
(常総学院・茨城 )

西田 実友貴
下川 英里
(比叡山・滋賀 )

男子単
本田 和裕

(熊本商科大付・熊本 )

棟居 秀行
(柳井工業・山口)

中野 圭昌
(勝山・福井 )

岸田 明宏
(此花学院 。大阪 )

女子単
井田 貴子
(埼玉栄・埼玉 )

松田 洋子
(四條畷学園・大阪 )

阪本 雅子
(熊本信愛女学院・熊本)

青木 美代子
(佐屋・愛知 )

第19回

1990年 度

(平成 2年度 )

富山県高岡市

高岡市民体育館

高岡商業高等学校

1991年

(平成 3年 )

3月 24日 ～ 3月 27日

男子団体
常総学院

(茨城)

金沢二水

(石川 )

関東第一

(東京)

上尾

(埼玉 )

女子団体
常総学院

(茨城 )

聖ウルスラ学院

(宮城 )

淑徳巣鴨

(東京 )

熊本中央女子

(熊本 )

男子複

福田  茂
片岡 直茂
(芦北・熊本 )

水沢 直哉
福田 光伸

(札幌第一・(南 )北海道)

星 拓磨
米田 和典

(旭川工業・ (北 )北海道)

太田 慎二
石橋 秀法
(千葉敬愛・千葉 )

女子複

河口 奈緒美
酒井 美智子
(富山商業・富山)

橋本 淳子
山田 裕美

(聖ウルスラ学院・宮城)

佐藤 純子
川崎 由紀子
(常総学院・茨城 )

下村 絵里
梅沢 千春
(藤園女子・富山 )

男子単
片岡 直茂
(芦北・熊本 )

平間 章雄
(前橋東・群馬 )

石本 明男
(金沢市立工業・石川 )

水沢 直哉
(札幌第一・ (南 )北海道)

女子単
河口 奈緒美
(富山商業・富山 )

佐藤 純子
(常総学院・茨城 )

宮村 亜貴子
(熊本中央女子・熊本 )

松田 洋子
(四條畷学園・大阪 )

第20回

1991年 度

(平成 3年度 )

栃木県宇都宮市

栃木県体育館

宇都宮市体育館

宇都宮市清原体育館

1992年

(平成 4年 )

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
ア雪」ヒ

(熊本 )

関東第一

(東京 )

札幌第一

((南 )北海道 )

大阪桐蔭

(大阪 )

女子団体
常総学院

(茨城 )

聖ウルスラ学院

(宮城 )

金沢向陽

(石川 )

熊本信愛女学院

(熊本 )

男子複

第20回記念大会のため、個人戦は実施せず
女子複

男子単

女子単
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第21回

1992年 度

(平成 4年度 )

新潟県新潟市

新潟市体育館

鳥屋野総合体育館

1993年

(平成 5年 )

3月 24日 ～ 3月 27日

男子団体
常総学院

(茨城 )

高松商業

(香川 )

関東第一

(東京 )

越谷南

(埼玉 )

女子団体
四條畷学園

(大阪 )

熊本信愛女学院

(熊本 )

常総学院

(茨城 )

聖ウルスラ学院

(宮城 )

男子複

樋渡 順也
矢部 正博
(常総学院・茨城 )

井野 嘉久
一宮 孝一

(札幌第一・(南 )北海道)

宇野政弘

横井弘招

(尽誠学園・香川 )

金田 真―
稲見 英哲

(宇都宮工業・栃木 )

女子複

増茂 孝枝
中山 智香子

(旭川実業・ (北)北海道)

水井 泰子
川口 桐香

(四條畷学園・大阪 )

吉冨 桂子
岩本 麻衣子
(精華女子・福岡 )

貴田  泉
庄子 絵美

(聖ウルスラ学院・宮城)

男子単
吉川 大助
(高松商業・香川 )

草井  篤
(瀬戸南・岡山 )

三浦 公雄
(県立岐阜商業・岐阜 )

一宮 孝一
(札幌第一・ (南 )北海道)

女子単
水井 泰子

(四條畷学園・大阪 )

中山 智香子
(旭川実業・(北 )北海道)

松王 峰代子
(山陽女子・岡山 )

貴田  泉
(聖ウルスラ学院・宮城)

第22回

1993年 度

(平成 5年度 )

愛知県大府市

大府市民体育館

1994年

(平成 6年 )

3月 24日 ～ 3月 27日

男子団体
常総学院

(茨城 )

比叡山

(滋賀 )

宇都宮南

(栃木 )

上尾

(埼玉 )

女子団体
聖ウルスラ学院

(宮城 )

常総学院

(茨城 )

九州国際大付

(福岡 )

四天王寺

(大阪 )

男子複

酒井 将之
中島  篤

(近江兄弟社・滋賀 )

宮本 和宏
松嘉 勇輔

(不二越工業・富山 )

下鳥 洋樹
高嶋  進
(常総学院・茨城 )

小澤  旭
秋山 龍修

(九州共立大八幡・福岡)

女子複

武富 いず美
田中 美保
(佐賀女子・佐賀)

三1固  良子
加藤 真知子
(富山商業・富山 )

渡辺 こず絵
中  麻依子
(前橋東・群馬 )

佐々木 由美
木村  美禾ロ

(比叡山・滋賀 )

男子単
酒井 将之

(近江兄弟社・佐賀 )

山田 英孝
(上尾・埼玉 )

神谷 仁士
(高岡工芸・富山 )

秋山 龍修
(九州共立大八幡・福岡)

女子単
山田 潤子
(高岡女子・富山 )

田中 美保
(佐賀女子・佐賀 )

吉武 由加里
(九州国際大付・福岡)

市橋 美紀
(四條畷学園・大阪 )

第23回

1994年 度

(平成 6年度 )

埼玉県上尾市

上尾運動公園体育館

1995年

(平成 7年 )

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
常総学院

(茨城 )

比叡山

(滋賀 )

金沢市立工業

(石川 )

八代東

(熊本 )

女子団体
金沢向陽

(石川 )

高岡女子

(富山)

精華女子

(福岡)

埼玉栄

(埼玉 )

男子複

平山 卓哉
福島 毅之
(関東第一 。東京 )

中村 憲尚
増田 敏雄
(上尾・埼玉 )

青木 孝徳
山田 浩史
(常総学院・茨城 )

徳坂  渉
舛田 圭太

(金沢市立工業・石川 )

女子複

山崎 雅美
梶原 景子
(昭和女子 。大分 )

吉冨 明子
大石  瞳
(精華女子・福岡 )

渡辺夕子

斎藤 和美
(日 本橋女学館・東京 )

標  千春
本田  恵
(千葉学園 。青森 )

男子単
松本  徹
(比叡山・滋賀 )

中村

(上尾

憲尚

埼玉)

青木 孝徳
(常総学院・茨城 )

馬木 智一
(札幌第一・ (南 )北海道)

女子単
山田 潤子
(高岡女子・富山 )

大坂 千尋
(常総学院・茨城 )

井川 里美
(埼玉栄・埼玉 )

岩松

(旭川実業

絵理子

(北 )北海道)

第24回

1995年 度

(平成 7年度)

北海道札幌市

北海道立札幌中島

体育センター別館

1996年

(平成 8年 )

3月 24日 ～ 3月 27日

男子団体
常総学院

(茨城 )

札幌第一

((南 )北海道 )

八代東

(熊本 )

上尾

(埼玉 )

女子団体
熊本信愛女学院

(熊本 )

札幌静修

((南 )北海道 )

旭川実業

((北 )北海道 )

精華女子

(福岡 )

男子複

尾形 悟史
藤田 真人
(常総学院・茨城 )

川口 馨士
杉島  学
(比叡山・滋賀 )

佐藤 祐亮
三上 裕司

(札幌第一・ (南 )北海道)

沈  逸文
竹俣 洋平
(尚志・福島 )

女子複

杉浦 美幸
永峰 弘子

(熊本信愛女学院・熊本)

井川 里美
岩脇  史
(埼玉栄・埼玉 )

宏美

志津香

(南 )北海道)

伴

二瓶

(札幌静修

堀  哲子
奥村 亜紀代
(金沢向陽・石川 )

男子単
沈  逸文
(尚志・福島 )

舛田 圭太
(金沢市立工業・石川 )

大東 忠司
(八代東・熊本 )

川口 馨士
(比叡山・滋賀)

女子単
三宅 直子
(大分女子・大分 )

森 かおり
(九州国際大付・福岡)

堀  哲子
(金沢向陽・石川)

張  薇薇
(尚志・福島)
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第25回

1996年 度

(平成 8年度 )

京都府長岡京市

長岡京記念文化会館

西山公園体育館

日向市民体育館

大山崎町体育館

1997年

(平成 9年 )

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
上尾

(埼玉 )

八代東

(熊本 )

常総学院

(茨城 )

金沢市立工業

(石川 )

女子団体
埼玉栄

(埼玉 )

熊本中央女子

(熊本 )

九州国際大付

(福岡 )

日本橋女学館

(東京 )

男子複

第25回記念大会のため、個人戦は実施せず
女子複

男子単

女子単

第26回

1997年 度

(平成 9年度 )

東京都世田谷区駒沢

オリンピック公園体育館

オリンピック屋内体育館

1998年

(平成10年 )

3月 21日 ～ 3月 24日

男子団体
八代東

(熊本 )

九州国際大付

(福岡 )

金沢市立工業

(石川 )

比叡山

(滋賀 )

女子団体
精華女子

(福岡 )

日本橋女学館

(東京 )

金沢向陽

(石川 )

高岡西

(富山 )

男子複

大東 真也
中村 寿史
(八代東・熊本 )

桜井

芦田

(北越

勝仁

寛

新潟 )

安徳 和哉
二宮 和敬
(高松商業・香川 )

梅本 修平
松本 紘二
(比叡山・滋賀 )

女子複

末綱 聡子
赤尾 美代
(昭和女子・大分 )

中内 景子
奥村 加恵

(九州国際大付・福岡 )

向  恵子
田島 史子

(近江兄弟社・滋賀 )

黒川 加奈子
戸城 千明
(香川中央・香川 )

男子単
平山 正史
(上尾・埼玉 )

三上 紘由
(宮城県工業・宮城 )

大東 真也
(八代東・熊本 )

池田 信太郎
(九州国際大付・福岡 )

女子単
安城 美華
(四天王寺・大坂 )

松尾 美穂子
(九州国際大付・福岡)

田上 千晴
(熊本信愛女学院・熊本 )

寺本 悦子
(聖ウルスラ学院・宮城)

第27回

1998年 度

(平成10年度 )

岩手県岩手郡滝沢村

滝沢村総合公園体育館

1999年

(平成11年 )

3月 26日 ～ 3月 29日

男子団体
関東第一

(東京 )

八代東

(熊本 )

比叡山

(滋賀 )

札幌第一

((南 )北海道 )

女子団体
熊本信愛女学院

(熊本 )

九州国際大付

(福岡 )

金沢向陽

(石川 )

埼玉栄

(埼玉 )

男子複

稲垣 翔悟
谷口  斉
(比叡山・滋賀 )

垣内 大輔
岡野 史裕
(作新学院・栃木 )

山下  '享

廣瀬 雅士
(金沢市立工業・石川 )

茂見 祥平
山隈 芳章
(八代東・熊本 )

女子複

田上 千晴
松本 舞子

(熊本信愛女学院・熊本)

赤尾 美代
赤尾 亜希
(昭和女子・大分 )

高木 さやか
川島  彩
(滋賀女子・滋賀 )

守屋 仁美
谷口 貴美
(山陽女子・岡山 )

男子単
佐藤 翔治
(関東第一・東京 )

茂見 祥平
(八代東・熊本 )

前田 丈博
(高松商業・香川 )

山下  淳
(金沢市立工業・石川 )

女子単
赤尾 美代
(昭和女子・大分 )

謝

(本庄第一・埼玉 )

田上 千晴
(熊本信愛女学院・熊本)

寺本 悦子
(聖 ウルスラ学院・宮城 )

第28回

1999年 度

(平成11年度 )

岐阜県各務原市

各務原市総合体育館

2000年

(平成12年 )

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
関東第一

(東京 )

高岡工芸

(富山 )

常総学院

(茨城 )

八代東

(熊本 )

女子団体
埼玉栄

(埼玉 )

滋賀女子

(滋賀 )

長崎女子

(長崎 )

県立岐阜商業

(岐阜 )

男子複

槙野 貴行
菊田  学
(常総学院・茨城 )

守田  喬
斎藤 大吾

(九州国際大付・福岡 )

早坂 幸平
石田 圭太

(札幌第一・ (南 )北海道)

女子複

佐野志緒梨

金上 路子
(聖ウルスラ学院・宮城)

松田 友美
宇津早也香

(長崎女子・長崎 )

田井 紀子
梅津 知恵
(金沢向陽・石川 )

下野 鈴佳
小椋久美子

(四天王寺・大阪 )

男子単
榎本 良永
(比叡山・滋賀 )

川前

(柏原

直樹

大阪 )

早坂 幸平
(札幌第一・ (南 )北海道)

佐々木 翔
(関東第一・東京 )

女子単
楊  藷琳
(青森山田 。青森 )

広岡まり香

(埼玉栄・埼玉 )

小椋久美子

(四天王寺 。大阪 )

後藤  愛
(県立岐阜商業・岐阜 )
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第29回

2000年度

(平成12年度 )

宮城県塩竃市

塩竃市体育館

2001年

(平成13年 )

3月 24日 ～ 3月 27日

男子団体
関東第一

(東京 )

埼玉栄

(埼玉 )

水島工業

(岡山 )

八代東

(熊本 )

女子団体
県立岐阜商業

(岐阜 )

青森山田

(青森 )

滋賀女子

(滋賀 )

四天王寺

(大阪 )

男子複

劉  志遠
平田 典靖
(高岡工芸・富山 )

斉藤 元伸
堤  敦史
(埼玉栄・埼玉 )

岩脇 峰生
西浦 和広
(青森山田・青森 )

森田 広貴
斉藤 篤史

(福岡大学附属大濠・福岡)

女子複

楊  藷琳
廣瀬栄理子

(青森山田・青森 )

多谷 郁恵
早川由希子

(滋賀女子・滋賀 )

宇津早也香

小森 美希
(長崎女子・長崎 )

服部 麻衣
倉満 一美
(昭和女子・大分 )

男子単
劉  志遠
(高岡工芸・富山 )

左村 正和
(八代東・熊本 )

三上 真秀
(帯広大谷・ (北 )北海道)

鍋  佳平
(青森山田・青森 )

女子単
対

(高岡龍谷

日日

富山 )

小椋久美子

(四天王寺・大阪 )

廣瀬栄理子

(青森山田・青森 )

多谷 郁恵
(滋賀女子・滋賀 )

第30回

2001年度

(平成13年度 )

長崎県長崎市

長崎県総合体育館

大村市体育文化センター

2002年

(平成14年 )

3月 23日 ～ 3月 26日

男子団体
関東第一

(東京 )

埼玉栄

(埼玉 )

八代東

(熊本 )

札幌第一

((南 )北海道 )

女子団体
青森山田

(青森 )

埼玉栄

(埼玉 )

九州国際大付属

(福岡 )

県立岐阜商業

(岐阜 )

男子複

第30回記念大会のため、個人戦は実施せず
女子複

男子単

女子単

第31回

2002年度

(平成14年度 )

静岡県富士宮市

富士宮市体育館

2003年

(平成15年 )

3月 21日 ～ 3月 24日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

関東第一

(東京 )

八代東

(熊本 )

比叡山

(滋賀 )

女子団体
星陵

(静岡 )

熊本中央

(熊本 )

聖ウルスラ学院

(宮城 )

青森山田

(青森 )

男子複

高木 洋平
松本 久雄
(関東第一・東京 )

黒田 俊明
中尾 祐介
(埼玉栄・埼玉 )

多谷 公志
早川 賢―
(比叡山・滋賀 )

比内 恭兵
佐藤 裕樹
(東奥学園・青森 )

女子複

吉村 征美
前田 美順
(熊本中央・熊本 )

伊東 可奈
梨木 春花
(金沢向陽・石川 )

臼井 裕子
三輪紗弥香

(県立岐阜商業・岐阜 )

馬上

冨島

(上尾

愛実

道子

埼玉 )

男子単
数野 健太
(比叡山・滋賀 )

遠藤 大由
(小松原・埼玉 )

川内 崇士
(青森山田・青森 )

黒瀬 尊敏
(高岡工芸・富山 )

女子単
平山  優

(聖 ウルスラ学院・宮城 )

松尾 静香
(此花学院・大阪 )

神 ゆかり
(淑徳巣鴨・東京 )

金森 裕子
(星陵・静岡 )

1第 32回

12003年 度
|(平
成15年度)

山口県山口市

山口市民会館

山口県維新百年記念公園

山口県スポーツ文化センター

2004年

(平成16年 )

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
関東第一

(東京 )

埼玉栄

(埼玉 )

八代東

(熊本 )

比叡山

(滋賀 )

女子団体
此花学院

(大阪 )

青森山田

(青森 )

金沢向陽

(石川 )

札幌静修

((南 )北海道 )

男子複

早川 賢一
早崎 修平
(比叡山・滋賀 )

三瓶   明
加納  翼

(札幌第一・ (南 )北海道)

安村 達二
竹内 雅明
(関東第一・東京 )

辻井 悠介
山岡 悠二
(久居・二重 )

女子複

永野 陽子
工藤 亜紀

(札幌静修・ (南 )北海道)

岡 ひとみ

西  郁美
(熊本中央・熊本 )

今別府香里

大田 佳奈
(青森山田・青森 )

松尾 静香
恵良由里亜

(此花学院・大阪 )

男子単
遠藤 大由
(小松原・埼玉 )

堀川 善生
(関東第一・東京 )

佐伯 祐行
(水島工業・岡山 )

高島 雅彦
(札幌第一・ (南 )北海道)

女子単
松尾 静香
(此花学院 。大阪 )

岡 ひとみ
(熊本中央・熊本 )

関谷 真由
(九州国際大学付属・福岡)

今別府香里

(青森山田・青森 )
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第33回

2004年度

(平成16年度 )

愛媛県松山市

松山市総合

コミュニティーセンター

2005年

(平成17年 )

3月 24日 ～ 3月 27日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

水島工業

(岡山 )

比叡山

(滋賀 )

青森山田

(青森 )

女子団体
青森山田

(青森 )

金沢向陽

(石川 )

埼玉栄

(埼玉 )

聖ウルスラ学院

(宮城 )

男子複

大滝 涼太
安田 敬之
(柏原・大阪 )

三橋  智希
林  純司
(埼玉栄・埼玉 )

松浦  翔
鈴木 大裕
(青森山田・青森 )

斉藤 祐司
斉藤 真弘
(足羽・福井 )

女子複

浜中麻亜子

樽野  恵
(金沢向陽・石川 )

川西ゆかり

岸本 真美
(香川中央・香川 )

伊藤小菜美

村山絵理花

(聖ウルスラ学院・宮城)

江淵 愛美
金山 友萌
(高岡西・富山 )

男子単
佐伯 祐行
(水島工業・岡山 )

高島 雅彦
(札幌第一・(南)北海道)

松川

(勝山

直弘

福井 )

上田 拓馬
(埼玉栄・埼玉 )

女子単
藤井 瑞希
(青森山田・青森 )

江淵 愛美
(高岡西・富山 )

井上 春奈
(埼玉栄・埼玉 )

奥  幸那
(県立岐阜商業・岐阜 )

第34回

2005年度

(平成17年度 )

福井県敦賀市

敦賀市総合運動公園体育館

2006年

(平成18年 )

3月 24日 ～ 3月 27日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

八代東

(熊本 )

本白原

(大阪 )

勝山

(福井 )

女子団体
金沢向陽

(石川 )

青森山田

(青森 )

埼玉栄

(埼玉 )

聖ウルスラ英智

(宮城 )

男子複

田児 賢一
松丸 一輝
(埼玉栄・埼玉 )

園田 啓悟
嘉村 健士
(八代東・熊本 )

川下 岡1士
西澤  潤
(比叡山・滋賀 )

松川 直弘
笹木 里司
(勝山・福井 )

女子複

藤井 瑞希
垣岩 令佳
(青森山田 。青森 )

樽野  恵
木村 唯菜
(金沢向陽・石川 )

石川 育実
中原 唯衣

(伊勢崎清明・群馬 )

伊藤 小菜美
村山 絵理花

(聖 ウルスラ英智・宮城 )

男子単
田児 賢一
(埼玉栄・埼玉 )

井谷 和弥
(柏原・大阪 )

湯谷 亮介
(鳥取工業・鳥取 )

武山 修三
(八代東・熊本 )

女子単
樽野

(金沢向陽

苗

石川 )

野尻野 匡世
(尚 志・福島 )

藤井 瑞希
(青森山田・青森 )

田村 千秋
(昭和学園・大分 )

第35回

2006年度

(平成18年度)

北海道札幌市

北海道立総合体育センター

きたえ―る

2007年

(平成19年 )

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

熊本県立八代東

(熊本 )

関東第一

(東京)

比叡山

(滋賀 )

女子団体
青森山田

(青森 )

埼玉県立越谷南

(埼玉 )

聖ウルスラ英智

(宮城 )

九州国際大学付属

(福岡)

男子複

第35回記念大会のため、個人戦は実施せず
女子複

男子単

女子単

第36回

2007年度

(平成19年度 )

大分県日田市

日田市総合体育館

昭和学園高校体育館

2008年

(平成20年 )

3月 22日 ～ 3月 25日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

比叡山

(滋賀 )

東大阪大学柏原

(大阪 )

関東第一

(東京 )

女子団体
聖ウルスラ英智

(宮城 )

青森山田

(青森 )

埼玉栄

(埼玉 )

とわの森三愛

(南北海道 )

男子複

矢部 拓也
村上 俊
(比叡山・滋賀 )

千京

川西

(勝山

尚将

俊也

福井 )

辻  博明
新  浩平

(金沢市立工業・石川 )

北島  翼
中野 忠昭
(青森山田 。青森 )

女子複

高橋 礼華
松友美佐紀

(聖ウルスラ英智・宮城)

橋本 由衣
米本 小春
(青森山田・青森 )

西  友里
久後あすみ

(四天王寺・大阪 )

村岡 尚美
横山め ぐみ

(八代白百合・熊本 )

男子単
和 田

(埼玉栄

周

埼玉 )

木戸 道治
(関東第一・東京 )

末松 純
(福岡大大濠・福岡 )

千京 尚将
(勝山・福井 )

女子単
三谷美菜津

(金沢向陽・石川 )

松友美佐紀

(聖 ウルスラ英智・宮城 )

橋本 由衣
(青森山田・青森 )

山本しずか

(加古川東・兵庫 )
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多 全国高等学校選抜バ ドミントン大会 多
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し

回数、年度、開催地 種 目 1憂 月券 準 優 勝 第 3位

第37回

2008年度

(平成20年度 )

新潟県新潟市

新潟市東総合スポーツセンター

2009年

(平成21年 )

3月 24日 ～ 3月 27日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

八代東

(熊本 )

関東第一

(東京 )

札幌第一

((南 )北海道 )

女子団体
聖ウルスラ英智

(宮城 )

青森山田

(青森 )

新潟青陵

(新潟 )

埼玉栄

(埼玉 )

男子複

星野 翔平
小林  晃
(埼玉栄・埼玉 )

尾野 拓郎
佐久間浩平

(札幌第一・ (南)北海道)

渡邊 達哉
定宗隆―郎

(日 章学園・宮崎 )

丸尾亮太郎

中村 太郎
(伊勢崎清明・群馬 )

女子複

三谷美菜津

平野 華梨
(金沢向陽・石川 )

新玉 美郷
城口優里花

(名経大市鄭・愛知 )

山田 真央
神中 成緒
(埼玉栄・埼玉 )

牧野 美咲
山本 紗椰
(四天王寺・大阪 )

男子単
渡邊 達哉
(日章学園・宮崎 )

大森 康平
(富岡・福島 )

間瀬 俊介
(関東第一・東京 )

尾野 拓郎
(札幌第一・ (南 )北海道)

女子単
松友美佐紀

(聖ウルスラ英智・宮城)

三谷美菜津

(金沢向陽・石川 )

古西佳那子

(高岡西・富山 )

福万 尚子
(樟蔭東 ,大阪 )

第38回

2009年度

(平成21年度 )

埼玉県熊谷市

熊谷スポーツ文化公園

2010年

(平成22年 )

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

岡崎城西

(愛知 )

東大阪大学柏原

(大阪)

高松第一

(香川 )

女子団体
聖ウルスラ学院英智

(宮城 )

樟蔭東

(大阪)

埼玉栄

(埼玉 )

青森山田

(青森 )

男子複

竹内宏気

竹内義憲

(埼玉栄・埼玉)

大越 泉
古賀 輝
(埼玉栄・埼玉 )

白川拓磨

西條賢也

(帯広大谷・北北海道 )

吉森 司
南 淳也

(金沢市立工業・石川)

女子複

田中志穂

市丸美里

(青森山田・青森 )

高橋沙也加

古西佳那子

(高岡西・富山)

庄山栞

渡辺梨沙

(札幌静修・南北海道 )

脇野利奈

今野あゆみ

(聖ウルスラ学院英智。宮城)

男子単
竹内宏気

(埼玉栄・埼玉 )

和田治久

(埼玉栄・埼玉 )

山本皓策

(札幌第一・南北海道)

染木俊寛

(八代東・熊本 )

女子単
高橋沙也加

(高岡西・富山)

中村梨沙

(埼玉栄・埼玉)

下田菜都美

(樟蔭東・大阪)

井田詩織

(鳥取敬愛・鳥取 )

第39回

2010年度

(平成22年 度)

和歌山県和歌山市

和歌山ビッグホエール

2010年

(平成23年 )

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体

東日本大震災のため大会中止

女子団体

男子複

女子複

男子単

女子単

第40回

2011年度

(平成23年度 )

広島県広島市

広島県立総合体育館

グリーンアリーナ

2012年

(平成24年 )

3月 24日 ～ 3月 27日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

比叡山

(滋賀)

富岡

(福島)

東奥学園

(青森 )

女子団体
九州国際大学付属

(福岡)

青森山田

(青森 )

県立岐阜商業

(岐阜 )

埼玉栄

(埼玉 )

男子複

第40回記念大会のため、個人戦は実施せず
女子複

男子単

女子単
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第41回

2012年度

(平成24年度 )

福岡県北九州市

北九州市立総合体育館

2013年

(平成25年 )

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
埼玉栄

(埼玉 )

富岡

(福島)

比叡山

(滋賀 )

東大阪大学柏原

(大阪)

女子団体
富岡

(福島)

青森山田

(青森 )

九州国際大学付属

(福岡)

日本橋女学館

(東京 )

男子複

保木

小林

(富岡

卓朗

優吾

福島 )

下農 走
常山 幹太

(東大阪大学柏原・大阪)

川端 祥
大関 修平
(埼玉栄・埼玉 )

原口 拓巳
成富 勇太
(自 由ケ丘・福岡 )

女子複

松田 蒼
金浦 紗樹

(富山国際大学付属・富山)

松本 麻佑
長瀬 瑞奈

(とわの森三愛・南北海道)

中西 貴映
清水 望
(大宮東・埼玉 )

星 千智
吉森 朱里
(金沢向陽・石川 )

男子単
小野寺 裕介
(埼玉栄・埼玉 )

馬場 湧生
(九州国際大学付属・福岡)

清水 智彦
(比叡山・滋賀 )

下農 走
(東大阪大学柏原・大阪)

女子単
星 千智

(金沢向陽・石川 )

永田

(青森山田

麗

青森 )

森 みず穂
(四天王寺 。大阪)

松本 麻佑
(とわの森三愛・南北海道)

第42回

2013年度

(平成25年度 )

長野県松本市

松本市総合体育館

信州スカイパーク体育館

2014年

(平成26年 )

3月 21日 ～ 3月 24日

男子団体
東大阪大学柏原

(大阪 )

富岡

(福島 )

埼玉栄

(埼玉 )

青森山田

(青森 )

女子団体
富岡

(福島 )

青森山田

(青森 )

埼玉栄

(埼玉 )

京都外大西

(京都 )

男子複

渡辺 勇大

三橋 健也

(富岡・福島)

下農 走

常山 幹太

(東大阪大学柏原・大阪)

西方 優馬

下川 大樹

(埼玉栄・埼玉)

森 公平

山崎 慎也

(西武台千葉・千葉 )

女子複

大堀 彩

東野 有紗

(富岡・福島)

荒木 茜羽

志田 千陽

(青森山田・青森 )

油上 芽恵

下陸 ひかる

(夙川学院・兵庫 )

山口 茜

鈴木 咲貴

(勝山・福井)

男子単
常山 幹太

(東大阪大学柏原・大阪)

古賀 穂

(富岡・福島)

塚本 光希

(札幌第一・北海道 )

下川 大樹

(埼玉栄・埼玉)

女子単
山口 茜

(勝山・福井 )

仲井 由希乃

(日 本橋女学館 。東京 )

荒木 萌恵

(西武台千葉・千葉 )

大堀 彩

(富岡・福島)

第43回

2014年度

(平成26年度 )

北海道札幌市

北海道立総合体育センター

きたえ―る

2015年

(平成27年 )

3月 25日 ～ 3月 28日

男子団体
東大阪大学柏原

(大阪 )

富岡

(福島 )

聖ウルスラ学院英智

(宮城 )

埼玉栄

(埼玉 )

女子団体
青森山田

(青森 )

富岡

(福島 )

埼玉栄

(埼玉 )

聖ウルスラ学院英智

(宮城 )

男子複

渡辺 勇大
三橋 健也
(富岡・福島)

小川 桂汰
森岡 秀斗
(埼玉栄・埼玉)

春成 星哉
森園 周冬
(日 章学園・宮崎 )

鍵谷 由輝
谷口 雄祐
(勝山・福井 )

女子複

山口 茜
鈴木 咲貴
(勝山・福井)

徳能 あすか
保原 彩夏

(聖ウルスラ学院英智・宮城)

曽根 夏姫
安田 美空
(青森山田 。青森)

池内 萌絵
三島 由里
(松徳学院・島根)

男子単
渡辺 勇大
(富岡・福島)

小倉 由嵩
(東大阪大学柏原・大阪)

西野 勝志
(新田・愛媛 )

小川 桂汰
(埼玉栄・埼玉)

女子単
齋藤 栞
(埼玉栄・埼玉 )

荒木 萌恵
(西武台千葉・千葉 )

仁平 菜月
(富岡・福島)

山口 茜
(勝山・福井 )
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「第44回全国高等学校選抜バドミントン大会」参加における

個人情報、及び肖像権に関わる取り扱いについて

公益財団法人全国高等学校体育連盟バドミントン専門部

第44回全国高等学校選抜バドミントン大会実行委員会事務局

公益財団法人全国高等学校体育連盟及び第44回全国高等学校選抜バドミントン大会山形県実行委員会

事務局は、大会参加申込書等を通じて取得される個人情報及び肖像権の取り扱いに関して、以下のとおり対

応します。

1 参加申込書に記載された個人情報等の取り扱い

(1)大会プログラム等に掲載されます。

(2)競技会場内でアナウンス等により紹介されることがあります。

(3)競技会場内外の掲示板等に掲載されることがあります。

2競技結果 (記録)等の取り扱い
(1)大会事務局の記録担当者により公開されます。

(2)認められた報道機関等により、新聞・雑誌及び関連ホームページで公開されます。

(3)大会プログラム掲載の個人情報とともに、大会事務局が作成する大会結果報告書 (以下「報告書」)と

いう。に掲載されます。

(4)優勝及び上位入賞結果 (記録)等は、次年度以降の大会プログラムに掲載されます。

3肖像権に関する取り扱い
(1)認められた報道機関等が撮影した写真が、新聞・雑誌・報告書・ホームページ等で公開されることが

あります。

(2)認められた報道機関が撮影した映像が中継または録画放映されることがあります。DVD等に編集さ
れ、配布されることがあります。

(3)この他、(公財)全国高等学校体育連盟の許可に基づき、記念写真等が販売されることがあります。

4大会事務局としての対応について
(1)取得した個人情報等を上記利用目的以外に使用することはありません。

(2)参加申込書の提出により、上記取り扱いに関する承諾をいただいたものとして対応させて頂きます。

(3)個人情報等の掲載または公開等についてのご質問は、(公財)全国高等学校体育連盟バドミントン専

門部または第44回全国高等学校選抜バドミントン大会事務局までご連絡下さい。

連絡先・問い合わせ先

(公財)全国高等学校体育連盟バドミントン専門部事務局

長野県松本蟻ケ崎高等学校 新井研二

丁EL 0263-36-2942
第44回全国高等学校選抜バドミントン大会事務局

山形市立商業高等学校 大山孝光

TEL 023-643-4116
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平成 27年度第 44回全国高等学校選抜バ ドミン トン大会実施要項

1.主 催  公益財団法人日本バ ドミン トン協会  公益財団法人全国高等学校体育連盟

2.共 催  鶴岡市 鶴岡市教育委員会

3.主 管 山形県バ ドミントン協会 公益財団法人全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部
山形県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

4.後 援 文部科学省 山形県 山形県教育委員会 公益財団法人山形県体育協会
山形県高等学校体育連盟 特定非営利活動法人鶴岡市体育協会

5。 期 日

′   ハ́、  十日_
0・ 7マ ク万

平成 28年 3月 24日 (木)～ 28日 (月 )
開会式 平成 28年 3月 24日 (木) 16:00～
競 技 平成 28年 3月 25日 (金)  9:30～

26日 (土)  9:30^ψ
27日 (日 )  9:30～
28日 (月 ) 9:30～

閉会式 平成 28年 3月 28日 (月 )競技終了後

学校対抗

学校対抗

個人対抗

個人対抗

開会式

競 技

競 技

東京第一ホテル鶴岡

山形県鶴岡市錦町2-10 ■L 0235-24-7611
鶴岡市小真木原総合体育館 10面
山形県鶴岡市小真木原町2-l Ъ 0235-25-8131

鶴岡市櫛引スポーツセンター体育館 8面
山形県鶴岡市大字三千刈字清和 158-1 ■L 0235-57-4311

7.種 目

8 競技規則 平成 27年度(公財)日本バ ドミントン協会競技規則 。同大会運営規程 。同公認審判規程に
よる。

9.競技方法
(1)学校対抗(団体戦)
ア トーナメント方式による。ただし、 3位決定戦は行わない。
イ ダブルス 2組 。シングルス 3名で行い、試合順序はダブルス 1・ ダブルス 2・ シングルス 1・

シングルス 2・ シングルス 3で実施する。なお、シングルス 1出場者以外は、ダブルスとシン

グルスを兼ねて出場することができる。

ウ 1対抗戦は、 3マ ッチ先取とする。

(1)学校対抗

(2)個人対抗

男 。女各団体戦

男・女各個人戦 (シングルス・ダブルス)
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工 監督・コーチ。マネージャーの変更は、大会事務局に所定の変更届出用紙で提出する。ただし、
追加は認めない。

オ 選手の変更は、学校長及び各都道府県高等学校体育連盟会長の承認を得て、大会事務局に所定
の変更届出用紙で提出する。

力 上記工 。オについては、監督会議開始前(監督会議受付でも可)ま でとする。
(2)イ固人対抗(個人戦)
ア シングルス及びダブルスを行う。(シングルスとダブルスは兼ねて出場できる。)
イ トーナメント方式による。ただし、 3位決定戦は行わない。
ウ 選手の変更は、いかなる場合も認めない。

10.使用用器具

平成 27年度(公財)日本バ ドミントン協会検定 。審査合格用器具および第一種検定合格水鳥球を
使用する。

11.引率責任者及び監督・コーチについて

(1) 引率責任者は、団体戦の場合は校長の認める当該校の職員とする。個人戦の場合は校長の認める
学校の職員とする。

(2)監 督・コーチは、校長の認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任(スポーツ
安全保険等)に必ず加入することを条件とする。

12.参加資格

(1)選 手は、学校教育法第 1条に規定する高等学校(中等教育学校後期課程を含む)に在籍する生徒で
都道府県高等学校体育連盟に加盟し、全国大会の参加資格を得た者とする。

(2) 監督・コーチ・マネージャー・選手は、(公財)日本バ ドミントン協会に申込期限までに平成 27
年度会員登録を完了した者とする。

(3) 年齢は、平成 9(1997)年 4月 2日 以降に出生した者で、 1・ 2年生に在学している者とする。
ただし出場は同一競技 2回までとし、同一学年での出場は 1回限りとする。

(4) チーム編成において、全日制課程・定時制課程 。通信制課程の生徒による混成は認めない。
(5) 統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。
(6) 転校後 6ヶ月未満の者は参加を認めない。(外国人留学生もこれに準ずる)ただし、一家転住等や
むを得ない場合は、各都道府県高等学校体育連盟会長の許可があればこの限りではない。

(7) 出場する選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長及び所属する都道府県高等学
校体育連盟会長の承認を必要とする。

(8) 参加資格の特例
ア 上記 (1)(2)に 定める生徒以外で、当該競技要項により本大会参加資格を満たすと判断さ
れ、都道府県高等学校体育連盟が推薦した生徒については、別途に定める規定に従い大会参

加を認める。

イ 上記 (3)のただし書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出場を同
一競技 2回限り認める。
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【大会参加資格の別途に定める規定】

1 学校教育法第 72条、 115条 、 124条及び 134条の学校に在籍し、高等学校体育連盟の大
会に参加を認められた生徒であること。

2 以下の条件を具備すること。
(1) 大会参加資格を認める条件
ア (公財)全国高等学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。

イ 参加を希望する専修学校及び各種学校にあっては、学齢 。修業年限とも高等学校と一致し
ていること。また、連携校の生徒による混成は認めない。

ウ 各学校にあっては、都道府県高等学校体育連盟の予選会から出場が認められ、全国大会ヘ
の出場条件が満たされていること。

工 各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として、日常継続的に責任ある顧問教員の指
導のもとに適切に行われており、活動時間等が高等学校に比べて著しく均衡を失してい

ず、運営が適切であること。

(2) 大会参加に際し守るべき条件
ア 全国高等学校総合体育大会開催基準要項を遵守し、競技種目別大会申し合わせ事項等に従
うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。

イ 大会参加に関しては、責任ある教員が引率するとともに、万一の事故の発生に備えて傷害
保険に加入しておくなど、万全の事故対策を講じておくこと。

ウ 大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。

13. 参力睛」限

(1)学校対抗(団体戦)
ア 参加チーム数
東 北ブロック (男子 3校 。女子 3校 )
関 東ブロック (男子 3校 。女子 3校 )
北信越ブロック (男子 3校 。女子 3校 )

東 海ブロック (男子 2校 。女子 2校 )
近 畿ブロック (男子 3校 。女子 3校 )
中 国ブロック (男子 3校 。女子 3校 )
四 国ブロック (男子 2校 。女子 2校 )
九 州ブロック (男子 5校 。女子 5校 )
※上記 8ブロックは、同一府県からは 2校の参加はできない。

北海道ブロック

北北海道   (男子 1校・女子 1校 )
南北海道   (男子 1校 。女子 1校 )
東京都    (男 子 2校 。女子 2校 )
埼玉県    (男 子 1校 。女子 1校 )
神奈川県   (男 子 1校 。女子 1校 )
愛知県    (男 子 1校・女子 1校 )
大阪府    (     女子 1校 )

開催地    (男 子 2校 。女子 2校 )
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イ チーム編成
監督 1名、コーチ 1名、マネージャー 1名 、選手 5名以上 7名以内とする。また、 5名 を欠

いた場合はチームとして認めない。(同一校で男女で出場する場合は、それぞれに別の監督を

つけること)

(2)個人対抗(個人戦)
ア 参加数(シングルス・ダブルスとも)
東 北ブロック (男子 2名 2組・女子 2名 2組 )
関 東ブロック (男子 2名 2組 。女子 2名 2組 )
北信越ブロック (男子 2名 2組 。女子 2名 2組 )

東 海ブロック (男子 2名 2組 。女子 2名 2組 )
近 畿ブロック (男子 2名 2組 。女子 2名 2組 )
中 国ブロック (男子 2名 2組 。女子 2名 2組 )
四 国ブロック (男子 2名 2組 。女子 2名 2組 )
九 州ブロック (男子 2名 2組 。女子 2名 2組 )
※上記 8ブロックは、同一都府県から男女とも、シングルス 2名・ダブルス 2組の出場はでき

ない。

北海道ブロック

北北海道   (男子 1名 1組・女子 1名 1組 )
南北海道   (男子 1名 1組 。女子 1名 1組 )
開催地    (男 子 2名 2組 。女子 2名 2組 )
※開催地の男女とも、シングルス 2名 。ダブルス 2組は同一校でもよい。

イ ダブルスの編成は、同一校選手による。
ウ 監督は1名 とする。(同一校で男女出場する場合は、それぞれに別の監督をつけること)

(3)外国人留学生
ア 学校対抗(団体戦)
申し込みは 2名以内とし、 1対抗戦の出場は、その出場人数(1名 または 2名 )に関わらず、

1試合とする。

イ イ固人対抗(個人戦)
各ブロック及び開催地とも男女とも、シングルス 1名 。ダブルス 1組までとする。

(4)マネージャーについて
マネージャーは、当該校の職員または生徒とする。

14.参加申込

(1)申込書類   参加申込書 2部 (正・副)
(2)申込方法
ア 所定の様式により3部 (正・副 。控)を作成 し、各学校ごとに 2部 (正 。副)を下記宛に書留郵便
で申し込むこと。(控は学校控)

イ 申し込みの際には、「平成 27年度第 44回全国高等学校選抜バ ドミン トン大会参加申込書在
中」と封筒に朱書すること。

(3)申込期限   平成 28年 1月 29日 (金)必着
(4)申 込場所   〒990‐2481 山形県山形市あかねヶ丘一丁目9-1

山形市立商業高等学校  大山 孝光 宛
711el.023-643‐

4116  Fax.023‐ 643-4118
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15.参加料

(1)参加料
ア 学校対抗(団体戦)1チ ーム     40,000円
イ 個人対抗(個人戦)1シ ングルス    4,000円

1ダブルス     8,000円
※シングルス・ダブルスともに出場する者は、 2種目とも参加料を振り込むこと。

(2)納入方法
ア 参加申込と同時に、下記口座に振り込むこと。
イ 振込先   大会事務局 宛
指定銀行 荘内銀行 あかねヶ丘支店
口座番号 普通 1047434

口座名義 第44回全国高等学校選抜バ ドミントン大会山形県実行委員会
事務局 大山孝光

16.表 彰
(1)学校対抗(団体戦)
ア 男子及び女子の優勝校に、(公財)日本バ ドミントン協会杯を授与する。
イ 男子及び女子の優勝校に、(公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部優勝旗を授与する。
ウ 男子及び女子の優勝校に、(公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部優勝盾を授与する。
工 男子及び女子の準優勝校に、(公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部準優勝杯を授与
する。

オ 男子及び女子の 3位までの入賞校に、賞状を授与する。
力 男子及び女子の 3位までの入賞校に、(公財)日 本バ ドミントン協会メダルを授与する。

※優勝杯、優勝旗、優勝盾、準優勝杯は、持ち回りとする。

(2)個人対抗(個人戦)
ア 男子及び女子ともシングルス及びダブルスの優勝者に、(公財)全国高等学校体育連盟バ ドミン
トン専門部優勝杯を授与する。

イ 男子及び女子ともシングルス及びダブルスの 3位までの入賞者に、賞状を授与する。
ウ 男子及び女子ともシングルス及びダブルスの 3位までの入賞者に、(公財)日 本バ ドミントン協
会メダルを授与する。

※優勝杯は、持ち回りとする。

17.宿 泊
別紙「宿泊要項、宿泊申込書等」を参照のこと。詳細については、各学校に連絡する。

18.組み合わせ

(1)(公財)日 本バ ドミントン協会及び(公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部の責任におい

て行う。

(2)組み合わせ抽選会は、平成 28年 2月 6日 (土)に行う。

鶴岡市総合保健福祉センター 「にこ・ふる」 3階 栄養指導研修室  鶴岡市泉町5-30

会議名
［
口 日寺 場 所

監督会議 平成 28年 3月 24日 (木)14時 ～ 鶴岡市小真木原総合体育館大会議室

-57-

19.諸会議



20.連絡事項

(1)服 装
ア 競技時の服装は、相手または観客に不快な感じを与えないようなウエアー・シューズを着用す
ること。色付き着衣を使用する場合及びシューズは(公財)日 本バ ドミントン協会審査合格品と

する。

イ 上衣の背面中央に必ず高等学校名及び都道府県名を日本文字で明記し、文字の色は上衣に鮮明
に映えるものとする。目立たない場合には、ゼッケンをつけてもらう場合もある。

【上段:学校名(やや大きく)、 下段:都道府県名】ゼッケンを使用する場合は、自の布地で縦 15cm、

横 30cmの大きさを基準とする。(ゼ ッケンの場合の文字の色は、黒い色または濃紺色とする。)

30cm

学 校 名

都道府県名

ウ 開会式 。閉会式に参加するときの服装は、競技時の服装とする。
(2)応急措置
競技時の傷害、疾病等の応急措置は主催者側で行うが、その後の責任は負わない。なお、参加者は、

健康保険証を持参すること。

(3)プログラムの無償配布
ア 学校対抗(団体戦) 出場チーム(監督を含む) 3部
イ 個人対抗(個人戦) 出場者のみ       1部

(4)その他
ア 出場者は、必ず引率責任者によって引率され、引率責任者は全国高等学校体育連盟「大会参加
者心得」を精読の上、事前に生徒指導の万全を期すとともに出場者の行動に対して責任を負う

ものとする。

イ 部旗 。応援旗の使用については、大きくないものとする。
ウ 練習については、次のとおりとする。

日 日寺 場    所

3月 23日 (水)13:00～ 17:00 小真木原総合体育館 櫛引スポーツセンター
3月 24日 (木)9:00～ 13:00 小真木原総合体育館 櫛引スポーツセンター
3月 25日 (金)9:00～ 17:00 鶴岡市朝場武道館大武道場

3月 26日 (土)9:00～ 17:00 鶴岡市朝陽武道館大武道場

3月 27日 (日 ) 9:00～ 17:00 鶴岡市朝陽武道館大武道場

3月 28日  (月 )  9:00～ 13:00 鶴岡市朝場武道館大武道場

工 開会式については、後日配布する「開会式要項」を参照のこと。
オ その他の連絡 。注意事項については、後 日配布する「連絡事項」を参照のこと。
力 問い合わせ先   〒990-2481 山形県山形市あかねヶ丘一丁目9-1

山形市立商業高等学校  大山 孝光 宛
711el.023‐
643-4116  Fax.023-643-4118

15cm
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21.備 考

(1)個人情報について

大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとしこれ以外の目的に利用す

ることはありません。

(2)(公財)日 本バ ドミン トン協会環境委員会よりお願い

ア ごみの分別収集に協力して下さい。
イ 部屋から出るときには、エアコン・テレビ。ライ トのスイッチを消して下さい。
ウ マイ歯ブラシを持参して大会に参加 して下さい。
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★★★

一次救急医療

二次救急医療

医療機関について

受診の際は、あらかじめ電話で確認した上でご利用ください ★★★

主要タクシー会社一覧

(鶴岡市観光連盟 HPよ り抜粋)

鶴岡市休日夜間診療所 鶴岡市泉町 5-30 0235-23-5678

平日夜間 内科
=ヘ日多

療
時
間

19:00 21:30 21:30ま で受付可

休 日

内科 09:00 12:00 それぞれ診療終了時

間の30分までに受
付をしてください。

内科 日外科 13:30 17:00

内科 18:00 21:00

医療機関名 所在地 電話番号

鶴岡市立荘内病院 鶴岡市泉町 4-20 0235-26-5111

鶴岡協立病院 鶴岡市文園町 9-34 0235-23-6060

会社名 電話番号 会社名 電話番号

庄交ハイヤー 0235-22-0055 湯野浜観光エアホ
°―トタクシー 0235-75-2321

ハイヤーセンター 0235-22-5155 インター観光ハイヤー 0235-24-0776

大和交通 0235-22-7733 八乙女観光自動車 0235-73-3200

出羽ハイヤー 0235-22-1981 落合自動車 0235-53-2121

湯田川ハイヤー 0235-35-2177
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第44回 全国高等学校選抜バドミントン大会

″貞一月選「手のどさんを万1慶:ι ていますノ

山形県バドミントン協会

会  長 鈴

丸

須

木

山

藤

隆

勝

孝

一　
美

宏

理 事 長

事務局長
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トナミ運輸所属 佐々木翔選手



況

第44口 全国高手学校li塁抜バドミントン大会

選手の皆様のご健闘をお祈り申し上げます

酒田地区バドミントン協会

会長中 島 良 昭
理事長伊 原  淳

「第44口全国高等学校選摘バドミントン大会」
を応播じ春す。

沢バ ドミントン協会

会 長

副会長

副会長

鹿野 昭男

種部 寛彰

松本 正

買 翠
１
１
・
●
●



祝
平成 27年度

第 44回 全国高等学校選抜バドミントン大会

大会の成功と出場選手の皆さまの

ご健闘を祈ります

山形地区バドミントン協会

会長 安達敏一

一祝 第44回全国選抜高等学校バドミントン大会 一
＼当店にはゴーセン認定ストリンガーがいます ′/

●

1949年創業のテ
=ス
・バ ドミントン・スイミング・フィットネス専門ショップ

ハ』塑留1曇塑製脇 :詈鑽軍鸞1鷺。t鷺鷲で
丁 EL:023-633-0333(代 表)糞 星皐鯛昌属Υll%蔑 IPM7:00ま で営業中

ジャワスポーッ
【楽天Fb場支店】
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祝 全国高校選抜大会出場
選手の皆さんのご活躍を祈念します !

男子 鶴岡工業高校 山本学園高校

女子 山形西高校  山形城北高校

山形県教職員バドミントン連盟

会長 高橋 克彦

必勝 ! 山形県代表 !

]msti
00

山形県ジュニアバドミントン育成会
鶉 目 的 漑

山形県におけるジュニアバドミントン競技の健全な普及及び振興を図り、あわせてジュ
ニア層の健康と体力の育成を目的とし、賛同する人達からの育成金で活動している。

参 活 動 ●

◇山形県小学生バドミントン連盟への強化練習会・講習会等への補助

◇全国大会出場選手 (小 。中・高校生)への激励金

◇会員への育成会活動の伝達・情報提供

◇全国大会・東北大会開催時における助成

会  長

理 事 長

事務局長

良

忠

政

□

谷

樫

山

渋

冨

血

雄

不|」
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独自製法で生み出される「反発性」「高打球音」「耐久性」が特徴の G■ONE。

待望のカラー日―ルガット発売開始 :
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「
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』一̈

FEEL THE METALLIC S(0)UND!!

本イ本価格¥15′000+税
長  さ:2∞ m(660m)
素材・製法:特殊ナイロンマルチフイラメント、

高強カモノフイラメント、

特殊ブレイディング構造、表面特殊樹脂

ゲ ー ジ:069mm
適正テンション:20～ 301bs ルlADEIN JAPAN

試打評価ロ
こJ

他社主力品 32.7

口 ‐T口NE

性能比較

■他社主力品

新製法ミクロフュージョンに

より、今までにない金属質の

高い打球音を実現 !

0047

ナチュラル B50652‐NA

金属音と弾きをバージョンアップ!

本体価格¥18′000+税
長   さ:2(Ю m(660FT)
素材・製法 :特殊ナイロンマルチフイラメント、

高強カモノフィラメント、

特殊ブレイディング構造、表面特殊樹脂

ゲ ー ジ:0_65mm
適正テンション:18～ 27ibs

獲卜T口N‐産

MADEIN JAPAN

試打評価

LヽJ

性能比較

他社主力品

硼性 (lbs/1nc)

34.7

耐久性

麟 G‐TONE 5
●他社主力島

「C―TONE 9」 のミクロフュー

ジョンの膜圧を厚くすること

により金属音と弾きをさらに

バージョンアップ!

0.045

あなたの面の張人に

何でもご相談ください
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選手諸君のご健闘を祈ります!!

山形県小学生バドミントン連盟
所属チーム :25チーム

渡

遠

部

藤

雄

一

長

　

長事

会

　

理

二

宏

祝 第44 全国高等学校選抜バ ドミントン大会

ようこそ山形へ 頑張れ全国の精鋭達 !!

山形県選手団の格別の健闘を祈る !

法友バ ドミントンクラブ (法政大学OB会 )山形支部
山形支部長 井上 明彦 (昭 35卒 ),猪股義朗(昭 34卒・副会長),米山正和(昭 51卒 )

工藤重廣(昭52卒),佐藤重好(昭 53卒),藤沢博史(昭 56卒),五十嵐正弘(昭 58卒),青柳壮彦(平6卒 )

口

祝 第44 全国高等学校選抜バ ドミントン大会口

OG吉田 爽 (山形西高 2年 )、 長塚 葵衣 (山形西高 1年)
はじめ 山形県選手団の格別の健闘を祈る。
西部ジュニアバ ドミントン愛好会

会長 早坂 隆

gZ″(%
多′″ 多協鶴Z傷

“
移々 ノ

・         山形県立山形舌高等学柱バドミントンキ

私たちは全国高等学校選抜バドミントン大会を応援しています ! がんばれ山形 !!

山形県じティースバドミントン連盟



′頑1張れ〃 ″1形察κ麦層手
―選l手の姿 んの危1庸をお″ク″bた します―

鰐層/1Tミントンクラノ
コーズ 。ジュニア4・ ジュIノlθ

頑張れ J鶴口工業高校 JJ
山形県立鶴岡工業高校 バドミントン部 保護者会

山形県立鶴岡工業高校 バドミントン部 OB会

祝

第44回全国高等学校選抜バドミントン大会

頑張れ ! 山形県選手団 !

山形南高尊学校バドミントン部OB象

会長 鈴木康夫

向
九
ウ
↑
】

第44回全国高等学校選抜

バドミントン大会

山形の地で花開け !!

山形県シニアバドミントン連盟

祝
「第44回全国高等学校選抜バドミントン大会」

´
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第44回全国高等学校選抜

バ ドミントン大会

ご健闘を祈る !!

山形シニアバドミントン連盟



多自i44

祝 平成 27年度

全国高等学校選抜バドミントン大会

選手の皆さまの健闘をお祈り致します !

痴′よ へ
θ   θ

学校法人 山本学園

山本学園高等学校
〒 990-0832  山形市城西町三丁目13番 7号
TEL 023-643-0321(イt表) http://www.yamamotogakuen―h.ed.jp/

口

/tens in-gakuen.jp

高校生の皆さんのご健闘をお祈りします

‖ 東北公益文科大学Tohoku University of Gommunity Service and Science
≪地域経営系≫ 経営コース、政策コース、地域福祉コース≪交流文化系≫ 国際教養コース、観光 まちづくリコース

〒998-8580山 形県酒田市飯森山3-5-1
[彗 0120-41-0207

E― ma‖ ao@koeki― u ac,p(入試事務室)

http://www koekl― u aC ip/鐵
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会場内に展示します。
〒012-0827

秋田県湯沢市表町 1-2-32■
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地域の方々に信頼される医療・介護 0福社を提供します

医療法人 健  友  会
理事長   本  間    修

本 間 病 院

介護老人保健施設ひ だ ま り

のぞみ診療所、酒田市地域包括支援センターなかまち

訪問看護ステーション「かがやき」、認知症対応型通所介護施設「楽楽」

〒998-0044 山形県酒田市中町 3丁 目5-23
URL: http://www.kenyukai一 sakata.jp

信垣i言舌  ()234:-22-12556

創造・未来

株式会社 畑 山

本社/〒 998‐0842山形県酒田市亀ヶ崎4丁目20‐24
丁EL(0234)22-9214 FAX(0234)22-0550
鶴岡営業所/〒 997‐0821山形県鶴岡市三光町5‐33
丁EL(0235)64-1793 FAX(0235)64-1795

【営業品目】
■機械・器具販売、設計製作、メンテナンスエ事
■コンベヤベルトエンドレス加工、各種ライニングエ事
油圧ホース加締加工

■土木・建築資材販売、施工

I{atake,r'ama

a型堕株式会社出羽測量設計

測量 。調査・監理

建設コンサルタント 補償コンサルタント
地理情報システム  土質試験

〒998‐0828山形県酒田市あきほ町666番地の1
丁EL(0234)26-8880 FAX(0234)26-8881

会ネ土E‐ mail:dewa@dewa.co.ip
URL:http://www.dewa.co.jp

lSO1 9001:2008
認証登録範囲
測量、調査、土木設計
上下水道設計
補償コンサルタント



祝 第 44 ロ 全国高等学校選抜バ ドミントン大会

お世話になった、監督やコーチヘ卒業プレゼントに如何でしょうか

シャトル柄のネクタイ :5400円 (税込)

シャトル・ネクタイピン :3900円 (税込)ス トラップ :550円 (税込)

オリジナル・バ ドミントングッズの店

Ca“ LOVEALL
〒 981‐ 1103 官城県仙台市太白区中田町字前沖 186-3

TEL/FAX:022-242‐ 2530 携帯 :080‐ 3504-1597

お問い合わせは e― mailで ■oveallosamu@yah00.CO.p

ッィッター『ca“_LOVEALL』  ホームページ、ねcebookは『catt LOVEALL』 で検索

|
|

:●^  :● 1  ,●、 | .● ..● |
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ハイヤーの御用命は

安心・安全・マナー

(一社)山形県ハイヤー協会鶴岡支部各社へお電話下さい。

燭′
≪参ハイヤーセンター

奮露魯23題卜22‐3嗜55
麗霞彗23題卜224彗75

鰊
安心・安全・快適 を乗せて

劉RttE寃ソレFトー
ハ イヤ ーの口用會は

TEL.0235‐22‐0055

毎 度 あ りが と うございます
来ばえちゃおぼこの庄肉議

(1藁碗 >

“

選要藝参→
ジャンボハィャー 9人乗りもご利用下さい

③出羽ハイヤ“榊罐覇残む
罐詈菫雲)
丁EL(0235)
22-7733

画面県内通話無料(公彙翡螺の自離燿り討。)

安全・親切・迅速 をモットーの

大和交題株式会徹
鶴岡市 日枝字鳥居上

´ 鷲4時間営業を致 してお り識す。
奮護タクジーのむ翔命七ぜむ当社ヘ
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15, 7-フ でイクワイ
山形県鶴岡市新形町6・4215】35)122・ 1981

・
一般 ハ イヤー 薇
―
観 光 ハ イヤー

~庄
内空港乗合ハイヤー

~小
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ようごそ閉層4ノ

選手の皆さんのご健闘を心よりご祈念します。

シ几バー人材センター rゆ うキャう」

生さが|. 1″11ヽ_働く喜
総益社団法人

f子

=7ク
ロー , 鰊岡市なんバ摯覺結センゲー
〒997-0857鶴岡市美咲町 26-1 824-4436

華夕美日本海曜)

いるリバイキング

閣窮i7,500FЧ
イ多箕14:物産1潟菫
―耀●資み暉■

各テーブルの真ん中のいろりで

新鮮な魚貝類を自分で焼いて召し上がれます。

・仙台駅
・山形駅
・ホテルt柵

・鶴岡駅
・洒口,駅

※詳細はお問合せ下さい

～
諸税別

可
‐997-1117

山形県鶴岡市下川字窪畑1-523 1日 ()235-75…2021

隅 齢

き で す か

-0885

祝 第44回全国高等学校選抜バドミントン大会

IL

一級建築士事務所/測量調査設計事務所

ブレンスタッフ株式会社

無料シヤトルバス運行 |
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代表取締役会長 仲川 昌夫

〒997-0861鶴岡市桜新町8-33
・
T・EL 0235-24-5510   FAX1 0235-23-9565

生堕//w型山堕1塗―staュiぼ   《正社員募集中》



曇
″

‘簗

ナ「スオーミ」

■

弓P

― ・‐‐  鋼睡

ぎをこ

地 10階の展望露天風I′]は、

サービスでお迎え
多彩な空間、

式サウナ等もご利
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のどかな庄内平野を見ドろしながら、
ックスしていただけるスペースです。

囮東京第一ホテル鶴岡
′
「
EL 0235-24-761l FAX 0235-24-7621
http://www.tdh― tsuruokaoco.jp〒997-0031山 形県鶴岡市錦町2番 10号
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第 36回 プロが選ぶ
土産物施設 全国100選

薩

(山形県 )

位 庄内観光物産館
ら、るさと4暉浦

購
第 3位 お菓子御殿 (沖縄県 )

第1位 浅間酒造観光センター (群馬県)
第2位 蔵元 綾 社   (宮 崎県)

美味しい山形県 庄内の味
インターネットからご注文承ります。
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催F芸鷺購静昴日 9:00～ 18:00
年 中無休

■‐997-0851
山形県鶴 田市布 目字中通 80-1

ぉぃしぃ場 露書・圧カ
ここ″ヽら′ましまる。

庄内の四季折々の「旬」を厳選し
皆様をお迎えいたします。
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本館シングルルーム

■各店舗、庄内の旬の素材をいかした料理をご用意しております
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・レス トラン モナミ
(ア ネ ックス l階 )

。和食処 郷味楽  ・鉄板焼 みやま
(ア ネックス9階)       (ア ネ ノクス9階 )

御宿泊のお客様には、無料にて温泉をご利用いただけます。

・スカイバー エ トワール
(本館 9階 )
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一人一人の夢と

挑戦する気持ちを応援します

ど″Zズガーン 鶴岡市本町1-9-14
丁EL0235-22-0244

夜 8時 まで営業 !

みなさんのご活理 を應オえしています

開湯 1300年 悠久の二 ヨ
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Lb形 県鶴岡市湯ロタ11温泉スポーツ団体宿泊担当 市 笙 会
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部会長

鯰 ;務

会 計

監 事
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(35)
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(35)

(35)

(35)

(35)

(35)

2888

3211

3355

2151

2301

3111

3773

理 太 夫 ネ 館

ま す や ネ 館

は や とネ 館

書 内 ネ 館

つか さやネ館

た み や ネ 館

仙 荘 湯 口 川

ロ祝 第44 全国高等学校選抜バドミントン大会

株式会社天童アルキヤスト
代表取締役社長 橋本則之
住所 :山形県天童市清池東1-2-3
電話 :023-655-5085
FAX: 023--655--5228
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フランス風郷土料理
1国回団団|
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山形県酒田市幸町 1-10-20日 新開発ビル
TEL(0234)26-2218 FAX(0234)22-2277
http://www.potaufeu.jp/ E‐ mail i potaufeu@inetshonai.or.ip

株式会社大和エンジ
■■■‐
Jア
′

麒′犠J圏躍1贈

調査・測量

建設コンサルタント

補償コンサルタント
ニ級建築士事務所

地理情報システム

代表取締役 小 野    誠

〒998‐0824山 形県酒田市大宮町一丁目4番 5
丁EL(0234)22-9244 FAX(0234)21-1666

URL:http://www.daiwa… engineer.co.ipIS09001認証登録

椰。だ竃・ギフト.
」L
り

本    店 酒田市中町一丁目8… 6 TEL22-3500m
みなと市場店 酒田市舟場町二丁目5… 56 TEL22-3503

0ヒカリ電気商菫

酒田市一番町3-30T〓 L(0234)22… 11111

FAX(0234)22-1147

=鳥海山 口最上川 口酒田港=
美しい酒田のロケーション

を一望 !

絶景のダイニング

「LANDMARK」

圏ホ刀|リッチιチーテ物 田
〒998-0834 山形県酒田市若竹町 1-1-1

TEL 0234-26-111l  FAX 0234-26-1119

定 休 日  月曜日、第2第 3火曜日

営業時間
[平 日]am10:00～ pm7:00
[日・視]am10:00～ pm5:00

山形市篭田 1丁目3-9 TEL.023-645-0130

騨岬転儀‐‐轟



もつと ずつと、私のメインバンク

祝 第44 □ 全国高等学校選抜バドミントン大会

JUNGLE
EMPEROR
LEO
◎ TEZUKA PRODUCT:ONS

ピl山形銀行

選手の皆さんのご健闘をお祈りします/

ズの″iガ″まごごろどみで……

Ⅲ鶉誡文堂印昴ll
0990-0043山 形市本町一丁目7-50

TEL(023)632-2910 FAX(023)632-2912 Einail:seibundou.p@wind.ocn.ne.jp
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バドミントンプレーヤーと共に創造するプロショップ!!

「

日本バドミントン専門店会加盟店 ′
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携帯へ∪RLをメールで送る

QRコードで簡単にアクセス
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ブロショップシャトル TEL&FAX 077-568-0585

ラケットショップイテムラ大澤 TEL&FAX.077‐ 521‐ 1964

B‐ WAY太 秦店 TEL 075‐ 882‐2799 FAX.075‐ 882‐ 2988

B‐ WAY宇 治店 TEL.077● 21‐ 5850 FAX.077● 21‐6087

B‐WAY長 岡京店 TEL 075‐ 951‐9955 FAX 075‐ 951‐99“

B‐WAY弁 天町店 TEL06‐ 6599‐ 2000 MX.06る 5992001

B‐ WAY阿 倍野店 TEL 06-6622‐ 6006欣 X06‐6622‐
"09

ラケットショッフイテムラ TEL075-341る 018 FAX 075‐ 811‐ 1953

サンメイトスポーツ株式会社 T[L072‐ 286‐ 6668 FAX 072-286-6667

ワンステップスポーツ TEL&FAX.0744‐ 47-3395

全国総店舗数104店舗、当加盟店はバドミントンに関して熟知している

プロのスタッフやアドバイザーが皆様のこ来店をお待ちしております。

個人の技術相談、地域の活性化から日本バドミントン界のレベルアップ

まで日本バドミントン専門店会はお手伝いさせて頂きます。

ご注文は最寄りの加盟店OWebショップで!! ′

カタログ又はホームページから商品を選んで頂き

FAX専用発注書に必要事項をこ記入下さい。
お気軽に最寄りの加盟店迄、

お問い合わせ下さい。

最寄りの加盟店、又はラクリ迄

FAXして下さい。

FAX番号

口田西曖■

http ://www. badm i nton-psu. com
上記にアクセスして頂きカタログ又はホームページから商品をお選びくださぃ。   できます。

日本バドミントン専門店株式会社は社名をラケットクリエイティブ株式会社通称 ラ・ク・り に

変更しました。ネットショップでは各種メーカーラクリオリジナル商品や限定品を加盟店の協力

でアウトレット商品。廃盤品等のお買い得商品を常時掲載しております!! 又、新製品の情報・

販売も素早く対応しておりますので来店をお待ちしております。

^
0774・ 32日 1041 ロヽフ

a憂遣ロコz■睡

ラケットショップスガワラ札幌店 TEL 011‐ 271‐ 3855 FAX 011‐ 290■ 668

スポーツプラス TEL 0155‐ 23‐ 9193 FAX 0155‐ 23‐9194

イトースポーツ TEL016● 32‐ 1788 FAX 0166‐ 34‐8898

クラウン商会 TEL.014343‐ 1006 FAX0143‐454858

携帯でも注文が出来ます
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お電話でのこ注文

ウエンブレー新百含ケ丘店 TEL O“ ‐965‐

“

1l FAXO“‐965‐4224

ウエンプレー西船構店 TEL 047‐ 4044949 FAX 047● 04‐4020

ウエンプレー新宿店 TEL 03‐ 5366‐ 6555 FAX 03‐ 5366‐ 6566

ウエンプレーセンター北店 TEL045‐

"1‐

1171 FAX“ 5‐ 901‐ 1181

ミノヤスポーツ TEL 03‐ 3652‐ 1505 FAX 03‐ 3652‐ 1506

RBTイ テムラ TEL 03‐ 3683‐ 2963 FAX 03‐ 5609‐ 2963

ラケットショップフジロ分寺店 TEL"2‐ 322‐ 5626 FAX."2‐ 324‐9555

ラケットショップフジ吉祥寺店 TEL0422‐ 22・88“ FAX.0422‐214617

ラケットショップフ,ノ硫沢店 TEL&FAX.042‐ 928‐ 0288

ラケットショップフジ町田店 TEL042‐ 723‐ 9555 FAX 042‐ 723‐3268

ラケットショップフジ人王子店 TEL&FAX.0426-23-5191

ラケットショップフジ川崎店 TEL 044‐ 541‐ 9555 FAX 044‐ 541‐ 9558

ラケットショップフジ静岡店 TEL&FAX 0559-29-9666

ラケットショップフジ川越店 TEL&FAX 049‐ 223-7444

ラケットショップフジ立川店 TEL&FAX.042-527-9554

ラケットショップフジ赤羽店 TEL&FAX.03-3900-9554

ラケットショップフジ苺老名店 TEL&FAX.046‐ 234-9444

ラケットショップフジ橋本店 TEL&FAX.042-700-9554

ラケットショップフジ丼士ケ谷店 T[L045‐ 325‐ 9551 FAX 045‐ 325‐ 9570

ラケットショップフジ市凛臨 T[L045‐ 482‐9510 FAX 045482‐ 9509

′ヽロータックスポーツ

フアミリースポーツ足利店 TEL&FAX 0284-72-ア 024

フアミリースポーツ太田店 TEL&FAX 0276-22-3822

フアミリースポーツ館林店 TEL&FAX 0276-75-0543

フアミリースポーツ小山店 TEL&FAX 0285-25-5586

ラケットショップミッキー TEL 027‐ 243●267 FAX.027‐ 22i‐7660

ラケットショップRaTo8● TEL055‐ 287‐ 8988 FAX 055‐ 287-8987

B‐WAY甲 府店 TEL 055‐ 288‐ 8283 FAX 055-288‐ 8284
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,r-rt.r\rz orspo lrelorez.:s-mz: FAx.0r97-2s-8864

=tyt-raya IEt lrn.ozl-ros+zze 
FAx.022-262-6r03

=rvt-rava triteE lrtl a rlx.ozz-rzs-zzss

, rvt-r3,raBu w lrn.or l-ola-r r or FAx.0r9-617-6r 70
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lrrL.ozl-sll-sar 
FAx.02+934-5740リトルビル

ltL.ora-aa:-r r sr FAx.or8.883-r r 53千秋スポーツ

ラケットショップSWING T[L&FAX 029‐ 824‐0097

ラケットショップキャビン大宮店 TEL 048‐

“

3-5865 FAX O“‐645‐2295

ラケットショップキャビン柏店 TEL.047166‐ 7756 FAX 04‐ 71“‐5“ 9

ラケットハウスグリップ TEL&FAX.048-644-3115

ビークスポーツ千葉店 TEL&FAX.043-253-1103

ピークスポーツ錦糸店 TEL&FAX.03-3621-0255

ウエンプレー学芸大学本店 TEL 03‐3716‐ 2626 FAX 03-3719‐ 3377

ウエンブレー渋谷店 TEL 03‐3409‐ 6622 FAX.03‐ 3498-2829

ウエンブレー池袋店 TEL.03‐ 5952‐ 7070 FAX.03‐ 5952る 677

ウエンブレー秋葉原店 TEL 03‐ 3258‐ 2626 FAX 03‐ 3258‐ 2255

ウエンプレー藤沢店 TEL.0466‐ 26‐ 7272 FAX 0466‐ 26‐7559

ウエンプレー横浜店 TEL.045‐ 317‐ 5959 FAX 045-317‐ 5958

スポーツあいしん T[L090‐ 3417‐ 2162FAX.092‐ 3283305

運 動 具 屋 T[L093‐ 452‐011l FAX.093‐ 452‐0112

SSSスリーエス TEL&FAX 092-671-1124

体育堂ラケットワークスWalWal TEL&FAX 096-326-8132

スポーツショップ′(―ド TEL&FAX 099‐ 226-8778

ラ

"ト

ショッププロエース鷹児日本店 TEL&FAX 099-226‐ 6362

ラケットショッププロエース福岡店 TEL&FAX.092-852-7250

ラケットショップブロエース晨●店 TEL&FAX.095-832-8069

グリーンスポーツ TEL 0956‐ 31‐0373 FAX.0956‐ 31‐7288

片岡スポーツ TEL 0957-5■ 3725 FAX 0957‐ 53‐6254

スポーツショッフコジヨジ TEL 0954‐ 20‐7191 FAX.0954‐ 20‐ 7192

T[L0859‐

“

‐5171 FAX0859‐

“

‐4852

TEL.0859‐ 38‐5171 FAX 085,384852

TEL 090-6843-8481

TEL 086‐ 254‐ 3419 FAX 086254‐ 3491

TEL&FAX 086-943-9002

TEL 082‐ 2633939 FAX 082‐ 262‐ 0790

TEL.083341Ю 273 FAX 083344‐2256

TEL 082‐ 271‐ 721l FAX.082-271‐ 0888

TEL.086692‐ 71∞ FAX O%●92‐ 7050

TEL 0868‐ 23‐8858 FAX 0868‐ 23‐0139

⊂憂ヨ国口■■

居;頂と実績でお届lプします

FAXで、こ注文

Webショップで、こ注文
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マメに生 きる
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リー・チョンウェイ三大会連続優勝 !!!
「今、ラリーで攻めるゲーム展開を勝ち抜くために、すべてのパフオーマンスを高めることが必要だ。

DUORAを手にすると、フォアのスマッシュもパックのトライブも、

確実にレベルアップしていると実感できる」
―
リー・チヨンウェイ/1

2015;:層:;I:里優勝助 夕多
フ〉L
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*当社従来フレーム品との比較


